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　親鸞聖人は、「和国の教主」として
の聖徳太子に深く帰依し、晩年に至
るまで太子を讃嘆する和讃「太子奉
讃」を多数制作しました。そして聖
徳太子像を傍らに安置し、聖徳太子
に関わる法宝物の制作にも関与して
いました。この展覧会では、親鸞聖
人の太子への篤い想いに触れるとと
もに、太子信仰の高揚に親鸞聖人と
弟子たちが果たした役割を再確認し
ます。そしてその後の門徒たちが生
み出してきた太子信仰に関わる多彩
な法宝物を改めてご紹介します。

　◆会    期：2023年4月1日（土）〜5月28日（日）
　◆休館日：4月17日（月）、5月1日（月）、15日（月）、22 日（月）
　◆開館時間：10時〜17時　※ 入館は16時30分まで
　◆入館料：一般 1,400円
　◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム
　　　　　　　  TEL：075-351-2500
　　　　　　　  https://museum.ryukoku.ac.jp/

龍谷ミュージアム

春季特別展「真宗と聖徳太子」

木造�聖徳太子童形立像�
南北朝・暦応4年（1341）�

東京　西光寺

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2023年5月28日（日）まで

（同伴者1名を含め
無料でご入館いただけます）

4月に10番目の学部 

心 理 学 部   開 設

12
年
に
開
設
さ
れ
た
文
学

部
臨
床
心
理
学
科
で
は
、
対

人
支
援
に
お
い
て
有
用
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
た
卒
業
生
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
の
理
念
を
発

展
さ
せ
る
形
で
新
た
に
心
理

学
部
を
開
設
し
ま
す
。心
理

学
を
学
ぶ
こ
と
で
獲
得
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

キ
ル
は
心
理
的
支
援
を
要
す

る
場
面
以
外
に
も
、組
織
の

一
員
と
し
て
他
者
と
円
滑
に

協
働
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、現
代
社
会
のw

ell-being

促
進
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

キ
ル3

年
次
以
降
で
は
、
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
役
立

つ
心
理
学
的
知
識
や
ス
キ
ル

を
養
成
す
る
た
め
に
専
門
発

展
科
目
と
し
て
、「
生
涯
発
達

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」と「
関
係
支
援
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
配
置
し
ま
す
。

「
生
涯
発
達
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、生
ま

れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、

乳
幼
児
期
、
児
童
期
、
青
年

期
、
高
齢
期
な
ど
様
々
な
段

階
に
応
じ
た
支
援
を
行
え
る

人
材
を
育
成
し
ま
す
。文
学

部
臨
床
心
理
学
科
で
柱
と
し

て
い
た
、
ビ
ハ
ー
ラ
を
活
か

し
た
高
齢
者
支
援
に
も
力
を

入
れ
ま
す
。ま
た
本
学
の
学

び
の
特
徴
で
あ
る
「
関
係
支

※
題
字=

星
野
元
豊
・
第
9
代
学
長

援
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
4
つ
の

分
野
を
設
定
し
ま
す
。例
え

ば
00
年
代
に
入
っ
て
引
き
こ

も
り
が
社
会
問
題
化
し
、
支

援
の
現
場
に
本
人
が
来
ら
れ

な
い
状
態
で
ど
の
よ
う
に
支

援
を
し
て
い
く
の
か
が
課
題

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
本
人
へ
の
支

援
だ
け
で
は
な
く
、
関
係
者

を
支
援
す
る
こ
と
で
本
人
を

取
り
巻
く
環
境
が
改
善
で
き

る
こ
と
を
学
ん
で
い
き
ま

す
。福
祉
の
現
場
や
学
習
支

援
に
お
け
る
教
員
と
の
連

携
、
虐
待
に
対
応
す
る
包
括

会
議
、
新
た
に
設
定
す
る
産

業
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
お
け

る
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
な
ど
、

チ
ー
ム
で
の
活
動
が
当
た
り

前
に
な
る
中
、
チ
ー
ム
を
活

性
化
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

社
会
で
活
き
る
心
理
学
の
学
び

大
学
院
に
進
学
し
、
臨
床

心
理
士
や
国
家
資
格
で
あ
る

公
認
心
理
師
と
い
っ
た
対
人

支
援
の
高
度
専
門
職
を
目
指

す
道
も
力
強
く
後
押
し
し
て

い
き
ま
す
。そ
れ
に
加
え
て
、

心
理
学
の
専
門
性
を
活
か
せ

る
現
場
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（w

ell-being

）」

が
注
目
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
人

が
心
身
と
も
に
良
好
で
、
幸

福
に
生
き
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。医
療
や
福
祉
、

HP
LINE

12
月
18
日
、
龍
谷
大
学
校

友
会
滋
賀
県
支
部
が
発
足
し

ま
し
た
。「
え
、な
か
っ
た
の
？
」

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

2023年度周年事業開催の支部（予定）
20周年 岡山県支部 2023年4月16日（日） 岡山県シンフォニーホール

吹奏楽部合同演奏会

20周年 奈良県支部 2023年6月3日（土）
薬師寺
みうらあかりさんの歌とお話
with龍谷大学マンドリンオーケストラ

20周年 大阪・中央支部 2023年6月17日（土） ホテル日航大阪
総会＆懇親会、講師：李相哲先生

10周年 石川県支部 2023年9月16日（土） ホテル金沢

30周年 岐阜県支部 2023年10月22日（日）
岐阜別院
総会＆懇親会、吹奏楽部演奏会
講師：入澤崇学長

    2023年度　        卒業生優先企画・要事前申し込み・参加費無料
          龍谷大学「心の講座」in京都
会場：龍谷大学響都ホール校友会館�
5月13日（土）
井上 見淳 氏（龍谷大学社会学部准教授）
　「『歎異抄』第 5条を味わう－先立たれた方と私－」
秋川 雅史 氏（テノール歌手）
　「夢のある人生」

6月17日（土）
橋村 公英 師（華厳宗管長・第224世東大寺別当）
　「心・行い・人となり」
中島 岳志 氏（東京工業大学教授）
　「死者の立憲主義」

7月29日（土）
平岡 聡 氏（京都文教大学臨床心理学部教授、前学長）
　「最も簡単に幸せになる方法」
旭堂 南雲 氏（講談師）
　「講談で触れる赤穂義士の心」

9月16日（土）
【前進座】柳生 啓介氏、浜名 実貴 氏、津田 恵一氏
　松本清張朗読劇「或る『小倉日記』伝」
一楽 真 氏（大谷大学学長）

　「世界を見る眼－親鸞に聞く－」
会場：大宮キャンパス東黌101教室�
10月21日（土）
竹下 義樹 氏（弁護士）
　「弁護士としての 40 年－初心を貫けたか－」
柄本 明 氏（俳優）
　「柄本明の演劇論」

主催：龍谷大学校友会  龍谷大学校友会各支部  龍谷大学各学部同窓会

※ やむを得ない事情により、講師やテーマを変更することがあります。
※ 座席数の制限の中で開催することがあります。
※ 各回の内容、申し込み開始日や申し込み方法、オンデマンド配信など

の情報は校友会ホームページで確認してください。
〈お問い合せ〉TEL:077-533-1241

宮川印刷株式会社　2023 年度龍谷大学心の講座：受付係

ん
。こ
れ
ま
で
対
象
者
が
多

す
ぎ
て
な
か
な
か
煮
詰
ま
ら

な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
す

が
、
今
回
は
発
起
人
の
熱
き

思
い
か
ら
一
気
に
話
が
ま
と

ま
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
発
足
総

会
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
校
友
会
本
部
な

ら
び
に
事
務
局
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
す
。こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
総
会
当
日
は

年
末
の
多
忙
な
時
期
に
も
か

か
わ
ら
ず
60
名
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
、
す
っ
か
り
新
し

く
な
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
め

ぐ
る
ツ
ア
ー
や
、
男
声
合
唱

団
と
混
声
合
唱
団
ラ
ポ
ー
ル

司
法
は
も
ち
ろ
ん
、
多
様
な

業
種
の
企
業
、
教
育
や
行
政

と
い
っ
た
現
場
に
お
い
て

も
、
本
学
で
培
っ
た
心
理
学

の
知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
は
大
き
な

力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

（
心
理
学
部
長
就
任
予
定�

吉
川
悟
）

※鹿児島県支部40周年事業は6月以降に開催予定

「ありがとう紫朋館、紫陽館」
（特集は 5 ページに )

龍谷大学校友会  公式SNS  SNSを通じて色々な情報を発信していき
ますので、是非ご登録をお願いします。

待望の滋賀県支部発足
～深草キャンパスで発足総会を開催～

煩クリラジオ　煩悩とクリエイティビティ

龍谷大学校友会煩悩とクリエイティビティ

ポッドキャスト

が
合
体
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た「
合
唱
団
」に
よ
る
美
し
い

コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
ん
だ
後
、

顕
真
館
で
の
総
会
に
臨
み
ま

し
た
。

支
部
の
規
程
が
承
認
さ

れ
、
会
長
に
は
長
上
深
雪
さ

ん（
84
年
文
学
研
究
科
修
了
・

元
副
学
長
・
元
社
会
学
部
教

授
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、
校
友
会
の
町
田
徳
男
副

会
長
か
ら
支
部
旗
が
授
与
さ

れ
、一
同
、滋
賀
県
支
部
と
し

て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意

を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

続
い
て
入
澤
崇
学
長
か
ら

「
龍
谷
大
学
の
今
と
未
来
」を

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
い
た

だ
き
、
最
後
に
応
援
リ
ー

ダ
ー
部
か
ら
滋
賀
県
支
部
の

皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

総
会
の
あ
と
は
、
成
就
館

（
旧
学
友
会
館
）
のCafé 

Ryukoku &

で
祝
賀
会
を

開
催
し
、
ヘ
ル
シ
ー
な
ラ
ン

チ
ボ
ッ
ク
ス
に
舌
鼓
を
打

ち
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
つ

つ
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
学
友

や
世
代
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー

と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
、
滋
賀
県
支
部

ら
し
く
、
誰
も
が
楽
し
み
合

い
学
び
合
え
る
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な
お
、滋
賀
県
に
ご
縁
の

あ
る
校
友
の
方
の
支
部
へ
の

参
加
を
随
時
受
け
て
付
け
て

お
り
ま
す
。是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

龍
谷
大
学
校
友
会

滋
賀
県
支
部

　

事
務
局

　
　

安
食
真
城

志願好調

〜心のつながりを探究し、社会に力を生み出す〜
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龍
谷
賞
受
賞
者

社
会
に
貢
献
し
、顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
校
友
会
員（
卒
業
生
）に
対
し
、

「
龍
谷
賞
」「
龍
谷
奨
励
賞
」
と
、
校
友
会
員
に
限
定
せ
ず
に
顕
著
な
活

動
を
さ
れ
た
方
へ
「
龍
谷
特
別
賞
」
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

校
友
音
楽
祭 

～
今
年
も
対
面
で
開
催
～

Ｗ
Ｂ
Ｏ
世
界
ミ
ニ
マ
ム
級

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

龍
谷
大
学
史
上
初
の
プ
ロ

ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
。当
時
の
Ｗ
Ｂ
Ｏ
世
界

ミ
ニ
マ
ム
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
11
回
Ｔ
Ｋ
Ｏ
で
勝
利
し
、

2
度
目
の
世
界
挑
戦
で
見
事

王
座
を
奪
取
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
22
年
4
月
の
初
防
衛

戦
も
Ｔ
Ｋ
Ｏ
で
勝
利
を
収
め

世
界
王
座
を
防
衛
。今
後
の

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

西
林
寺
住
職

僧
侶
仲
間
で
結
成
し
た

「
Ｊ
Ｓ
Ｒ（Jodo Shinsyu-

Rensyokai

の
略
）」と
い
う

グ
ル
ー
プ
で
毎
年
行
う
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
教
育
支
援

や
井
戸
建
設
費
・
維
持
費
の

寄
付
な
ど
の
活
動
を
01
年
か

ら
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
地
元
の
吉
塚
商
店
街
の

再
生
や
、「
外
国
人
と
の
共

生
と
共
修
」
を
目
指
し
た
社

会
活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手

21
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
車
椅
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

日
本
代
表
と
し
て
出
場
。ま

た
、
22
年
7
月
上
旬
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
大
会
に
出
場
し
、

男
子
個
人
エ
ペ
と
フ
ル
ー
レ

の
2
種
目
で
優
勝
し
、
2
冠

を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。24
年

パ
リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

老
祥
記　
代
表
取
締
役

03
年
か
ら
南
京
町
商
店
街

振
興
組
合
の
理
事
長
と
し
て

活
躍
。阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
被
災
さ
れ
な
が
ら
も
南

京
町
に
留
ま
り
、
復
興
に
全

力
を
注
が
れ
ま
し
た
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
経
済
活
動

を
穏
や
か
に
活
性
化
さ
せ
る

活
動
に
懸
命
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。16
年
に
は
長
き
に

わ
た
る
日
本
で
の
中
華
飲
食

文
化
の
発
揚
に
務
め
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
黄
綬
褒
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

3
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
～
龍
谷
祭
は
第

100
回
記
念
～

11
月
27
日
、
龍
谷
大
学
響

都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
に
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
万

全
に
し
な
が
ら
、
今
年
も
対

面
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

22
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
お
も

て
な
し
の
心
」。

会
場
で
は
、
美
術
部
あ
ー

ち
す
と
会
Ｏ
Ｂ
製
作
に
よ
る

オ
ブ
ジ
ェ
の
展
示
、
お
香
の

香
り
漂
う
空
間
、
邦
楽
部
の

学
生
に
よ
る
お
箏
の
音
色
で

来
場
者
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
野
外

活
動
部
学
生
に
よ
る
「
お
子

様
が
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
。ち
び
っ
子
た
ち
が
楽

し
く
遊
ぶ
姿
は
心
が
な
ご
み

ま
す
。

出
演
は
、
3
年
ぶ
り
の
演

奏
と
な
っ
た
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
会
、
学
生
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
の
マ
ン
ド

リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
会
の
皆
さ
ま
。練
習
も

ま
ま
な
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、

そ
の
演
奏
は
素
晴
ら
し
く
、

あ
ら
た
め
て
龍
谷
大
学
卒
業

生
の
音
楽
性
の
高
さ
を
感
じ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
役
学
生
の
吹
奏
楽
部
、

輪
舞
曲（
ロ
ン
ド
）は
コ
ロ
ナ

禍
で
未
だ
出
演
機
会
が
少
な

い
中
、
貴
重
な
機
会
と
し
て

溌
溂
と
し
た
演
奏
、
演
舞
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

総
勢

150
名
の
出
演
者
が
集

ま
っ
た
今
回
の
校
友
音
楽
祭

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、全
体
演
奏

で「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」。野

外
活
動
部
の
学
生
た
ち
の
手

作
り
の
サ
ン
バ
棒
が
配
布
さ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。司
会
の
卒
業
生
で
落

語
家
の
桂
優
々
氏
も
一
緒
に

踊
っ
て
く
だ
さ
り
、
会
場
全

体
が「
マ
ス
ク
の
下
に
は
き
っ

と
笑
顔
」
と
い
う
す
ば
ら
し

い
音
楽
祭
に
な
り
ま
し
た
。

■
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス

10
月
29
日（
土
）

龍
谷
祭
も
同
日
対
面
で
開

催
さ
れ
た
た
め
、
多
く
の
方

に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
先
端

理
工
学
部
と
農
学
部
の
理
系

学
部
が
集
ま
っ
て
お
り
、
見

学
・
体
験
型
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。当
日
飛
び
込
み
で
見
学

を
希
望
さ
れ
る
方
も
あ
り
、

多
く
の
方
に
瀬
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。来
年
度
以
降
も
瀬
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
を
生
か

し
た
見
学
・
体
験
型
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
検
討

し
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
一
日
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

11
月
6
日（
日
）

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企

画
・
運
営
す
る
龍
谷
祭
。対

面
開
催
が
叶
わ
な
か
っ
た
３

年
間
の
代
償
は
決
し
て
小
さ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。龍

谷
祭
を
経
験
し
た
学
生
が
ど

ん
ど
ん
卒
業
し
て
い
く
状
況

に
、大
学
と
し
て
も「
運
営
の

伝
承
」
を
学
生
に
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
思
い
が
こ

も
っ
た
龍
谷
祭
で
し
た
。

校
友
会
と
し
て
も
コ
ロ
ナ

禍
で
の
龍
谷
祭
を
盛
り
上
げ

る
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
思

い
で
、
コ
ロ
ナ
前
に
開
催
し

て
い
た
密
に
あ
た
る
催
し
を

開
催
せ
ず
、
校
友
の
皆
さ
ま

に
も
純
粋
に
今
の
大
学
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思

い
で
企
画
し
ま
し
た
。

「
紫
朋
館
」「
紫
陽
館
」の
最

終
開
放
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
思
い
出
の
建
物
を
ひ
と

目
見
よ
う
と
訪
れ
た
校
友
の

方
々
が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
も
来
て
い
た
だ
け
た

こ
と
も
あ
り
、
約

380
名
の
卒

業
生
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。模
擬
店
を
楽
し
む

家
族
連
れ
、
広
場
で
寛
ぎ
な

が
ら
仲
間
と
昔
の
お
話
を
さ

れ
る
方
、
笑
顔
が
絶
え
な
い

素
敵
な
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

12
月
3
日
、
京
都
の
香
老

舗「
松
榮
堂
」に
て
第
7
回
総

会
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

15
支
部
の
卒
業
生
18
名
と

支
部
か
ら
選
出
の
8
名
の
龍

Ron

小
町
役
員
が
対
面
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
集
ま
り

ま
し
た
。

ま
た
、総
会
開
催
後
に
は
、

松
榮
堂
の
常
務
取
締
役
、
畑

利
和
様（
74
年
経
営
学
部
卒
）

に
お
香
の
歴
史
や
種
類
、
調

合
な
ど
に
つ
い
て
の
貴
重
な

お
話
を
い
た
だ
き
、
素
敵
な

学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
龍Ron

小
町

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
「
匂

い
袋
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。こ
の

「
匂
い
袋
」は
、
23
年
度
に
各

支
部
で
開
催
す
る
龍Ron

小
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
配
付

す
る
予
定
で
す
の
で
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
龍Ron

小

町
の
開
催
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。今
後
も
多
く
の
卒

業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
阪
神
支
部

10
月
23
日
、阪
神
支
部「
神

戸
モ
ダ
ン
塾
」
協
賛
企
画
の

「
秋
バ
ラ
の
須
磨
離
宮
公
園

散
策
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。各
々
園
内
を
散
策
し
た

後
、
園
内
に
て
バ
ラ
を
育
成

さ
れ
て
い
る
方
に
ガ
イ
ド
を

お
願
い
し
、
お
話
を
聞
き
な

が
ら
、
園
内
を
散
策
。参
加
者

は
多
種
多
様
な
バ
ラ
を
眺
め

た
り
、
香
り
を
嗅
い
だ
り
し

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
山
口
県
支
部

10
月
23
日
秋
晴
れ
の
中
、

し
も
せ
り
ん
ご
村（
山
口
市

阿
東
徳
佐
）に
お
い
て
、「
り

ん
ご
狩
り
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
懇
親

会
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

校
友
の
ご
家
族
や
お
友
達
も

含
め
、
1
歳
か
ら
81
歳
ま
で

総
勢
27
名
の
幅
広
い
年
齢
の

皆
さ
ん
が
、
県
内
各
地
か
ら

集
結
し
ま
し
た
。懇
親
会
で

は
、「
第
1
回
龍Ron

小
町

杯
・
紙
飛
行
機
と
ば
し
大
会
」

を
行
い
、
副
賞
を
狙
っ
て
老

若
男
女
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

校
友
会
女
子
会
「
龍Ron

小
町
」

だ
れ
も
が
抱
え
る
「
煩
悩
」

を
、
身
近
に「
ド
真
剣
」に
考

え
る
企
画
が
校
友
会
に
新
た

な
風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま

す
。21
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た「
煩
悩
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
」、通
称「
煩
ク
リ
」。

一
見
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
に
と
ら
え
ら
れ
か
ね

な
い「
煩
悩
」を
適
切
に
創
造

的
に
発
展
さ
せ
、
社
会
の
プ

ラ
ス
に
し
て
い
く
こ
と
を
考

え
た
校
友
会
の
リ
サ
ー
チ
ユ

ニ
ッ
ト
で
、
若
手
の
校
友
会

員
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。2
年
目
と
な
る
22
年

度
は
、「
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

「
ラ
ジ
オ
番
組
の
配
信
」「
体

験
ツ
ア
ー
」
の
3
本
の
企
画

を
推
進
、展
開
し
ま
し
た
。

◆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
、
料

理
人・飲
食
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
稲
田
俊
輔
氏
、コ
ン
テ
ン
ツ

ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
文
筆
家
の

藤
原
麻
里
菜
氏
、
ロ
ー
カ
ル

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
（
地
域
活

動
家
）の
小
松
理
虔
氏
と
い

う
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
招
い
て

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し

ま
し
た
。仏
教
者
と
の
対
話

の
中
か
ら
、
ゲ
ス
ト
の
抱
え

る
煩
悩
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
と
し

て
炙
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ラ
ジ
オ
番
組

ラ
ジ
オ
で
は
、
よ
り
気
軽

に
仏
教
を
学
び
な
お
し
、
よ

り
身
近
に
深
く
煩
悩
を
感
じ

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て

「
ほ
ど
け
る
仏
教
」
と
「
ま
み

れ
る
煩
悩
」
の
2
番
組
を
開

始
。「
ほ
ど
け
る
仏
教
」
は

「
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
に
あ

る
『
小
さ
な
仏
教
』
を
発
見

し
、見
つ
め
な
お
そ
う
と
す
る

番
組
」。「
ま
み
れ
る
煩
悩
」は
、

「
煩
悩
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ

テ
ィ
研
究
員（
校
友
会
員
）」

が
ゲ
ス
ト
と
共
に
、
人
間
誰

も
が
抱
え
る
モ
ヤ
モ
ヤ
や
煩

悩
に
ま
み
れ
な
が
ら
語
り
あ

う
番
組
で
す
。22
年
度
は
、
全

3
回
の
番
組
を
配
信
し
て
い

ま
す（
22
年
2
月
時
点
）。

◆
体
験
型
ツ
ア
ー

体
験
型
ツ
ア
ー
で
は
、7
月

に
開
催
さ
れ
た
全
国
校
友
大

会
に
お
い
て
煩
ク
リ
ミ
ス
テ

リ
ー
ツ
ア
ー
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。
内
容
は
ミ
ス
テ

リ
ー
な
の
で
、
実
際
に
参
加

さ
れ
て
体
感
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
（
全
国
校
友
大

会
の
記
事
に
つ
い
て
は
前
号

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
仕

組
み
を
基
に
し
た
地
域
支
部

と
の
連
係
や
、
煩
悩
に
ま
つ

わ
る
商
品
の
開
発
、書
籍
、展

示
な
ど
の
取
り
組
み
を
検
討

し
、
現
役
学
生
達
と
も
協
力

し
て
、
更
な
る
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

校
友
な
ら
だ
れ
も
が
学
ん

だ
「
仏
教
の
思
想
」
を
今
一

度
、
生
活
の
中
で
捉
え
な
お

し
て
い
た
だ
き
、
今
を
生
き

る
糧
と
な
る
ヒ
ン
ト
を
こ
の

「
煩
ク
リ
」か
ら
探
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

谷口  将隆さん
（16年文卒）

龍
　
谷
　
賞

龍
谷
奨
励
賞

曹  英生さん
（79年経営卒）

安武  義修さん
（99年文卒）

藤
田  

道
宣
さ
ん（
10
年
文
卒
）

龍
谷
特
別
賞

肩
書
は
龍
谷
賞
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
た
22
年
10

月
現
在
の
も
の
で
す
。
龍
谷
賞
は
一
般
の
方
々

か
ら
の
推
薦
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は

以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

龍
谷
奨
励
賞

第
7
回
総
会

煩
悩
と
共
に
生
き
る
た
め
、

私
た
ち
の
中
に
あ
る
「
小
さ
な
煩
悩
」
を
社
会
の
た
め
の
「
大
き
な
煩
悩
」
へ

龍谷賞贈呈式
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大
学
で
は
野
外
活
動
認
定

同
好
会（
現　

野
外
活
動
部
）

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
勧
誘
ブ
ー

ス
で
勧
誘
さ
れ
た
の
で
す

が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ

ン
プ
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
さ
れ
て
い
た
先
輩
の
印
象

も
あ
っ
て「
楽
し
そ
う
！
」と

入
部
し
ま
し
た
。近
く
の
子

ど
も
た
ち
と
キ
ャ
ン
プ
を
す

る
な
ど
、
野
活
中
心
の
学
生

時
代
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

就
職
活
動
の
際
、
父
親
に

「
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
て
仕
事

を
し
た
く
な
い
。ジ
ャ
ー
ジ

を
着
て
で
き
る
仕
事
が
い

い
」と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
短

期
大
学
部
社
会
福
祉
科
の
教

授
が
遠
い
親
戚
だ
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。教
授
の
所
に

挨
拶
に
行
っ
て
相
談
し
、「
わ

ら
し
べ
会
」
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。私
は
教
育

学
専
攻
卒
で
し
た
の
で
、
障

が
い
の
あ
る
方
が
ど
う
い
う

人
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。社
会
福
祉
士
や
介
護

福
祉
士
の
資
格
が
で
き
た
の

も
こ
の
こ
ろ
で
、
福
祉
に
つ

い
て
の
書
籍
も
少
な
く
、
現

場
で
一
か
ら
教
わ
る
し
か
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、仲
間
に
恵
ま
れ
、仕
事

に
慣
れ
る
の
は
早
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
わ
ら
し
べ

会
は
81
年
に
医
師
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
前
に
肢
体
不
自
由
児
の
訓

練
方
法
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ペ
ト
ゥ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
わ
ら
し
べ
学
園
で
そ
の

実
践
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

医
師
は
代
々
柔
道
家
の
家
系

で
、柔
道
療
育
、障
が
い
者
乗

馬
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
践
さ
れ
て
き
ま
し

た
。私
も
そ
れ
ま
で
や
っ
た

こ
と
の
な
か
っ
た
柔
道
に
取

り
組
む
な
ど
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。医
師
は
ス
リ
ッ

パ
の
並
べ
方
や
電
気
の
消
し

忘
れ
、柔
道
着
の
乱
れ
な
ど
、

人
と
し
て
の
在
り
方
に
と
て

も
厳
し
い
方
で
し
た
が
、
そ

の
教
え
は
今
も
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

30
代
か
ら
40
代
の
頃
、
障

が
い
者
柔
道
の
引
率
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
に
行
き
ま
し

た
。そ
こ
で
、日
本
と
は
違
う

福
祉
に
触
れ
る
こ
と
に
な

り
、
や
る
気
に
な
っ
た
と
と

も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
福
祉

を
取
り
入
れ
た
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
。日
本
の
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
は
競
技
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
柔
道

で
あ
れ
ば
受
け
身
が
で
き
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
例
え
受
け
身
が

で
き
な
く
て
も
、
で
き
る
こ

と
が
あ
る
の
な
ら
や
っ
た
ら

い
い
と
い
う
考
え
方
で
、
間

口
が
と
て
も
広
い
ん
で
す
。

今
で
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
経
験
か
ら
か
、
若
手

職
員
の
育
成
を
目
的
と
し

て
、
ケ
ニ
ア
で
医
師
が
作
っ

た
施
設
に
研
修
に
行
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ

ソ
ン
に
参
加
す
る
障
が
い
者

の
引
率
者
と
し
て
同
行
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。実
際
に

現
地
に
行
き
、
障
が
い
者
の

校友●Who's Who

社会福祉法人わらしべ会
理事長

辻
つ じ

  和
か ず

也
や

さん
　　　　（89年文卒）

「社会福祉法人わらしべ会」
に就職。以来 30 年以上障が
い者の支援を続けている。そ
の間障がい者柔道の普及や欧
州での研修にも数多く参加。
現在は理事長としてグループ
ホームを開設し、また就労定
着支援や生活介護支援など、
障がい者を地域と共に支援す
る事業を展開している。

ワ
ク
ワ
ク
楽
し
い
生
活
を

経営者登場

桑
く わ

田
た

  隆
た か

晴
は る

さん
　　　　　（81年経済卒）

株式会社グリップインターナショナル
代表取締役 社長

プロフィール
大阪市出身。株式会社ワールドを経て
01年5月に神戸三宮にゴルフウェアの企
画販売を手掛ける株式会社グリップイン
タ−ナショナルを設立。現在主要都市の
百貨店、ゴルフ専門店、路面店マーケッ
トごとに 8ブランドを展開する。3月に
は六本木ヒルズにブランド「Heal Creek」
のフラッグシップストアをオープンする。

成
長
す
れ
ば
リ
タ
イ
ア
な
し

移
動
や
食
事
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
職
員

が
勉
強
し
経
験
し
た
こ
と
が

利
用
者
の
幸
せ
に
繫
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
あ
ま
り
勉
強

を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
30
代
後
半
か
ら
様
々
な

本
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。特
に
歎
異
抄
が
好
き
で
、

そ
の
影
響
か
ら
か
「
こ
れ
で

や
る
し
か
な
い
。や
る
だ
け

や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ア
イ

デ
ア
で
彼
ら
の
生
活
に
結
び

付
く
ワ
ク
ワ
ク
を
創
出
し
、

私
と
職
員
と
利
用
者
が
一
緒

に
楽
し
め
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

ゼ
ミ
は
宮
永
先
生
の
経
済

政
策
で
、
卒
論
は
当
時
注
目

さ
れ
て
い
た
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
し
た
。新
し
く
な
っ

た
ゼ
ミ
室
で
の
議
論
や
合
宿

な
ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
は
、
残
念
な
が

ら
長
い
歴
史
に
幕

を
閉
じ
た
旅
行
研

究
会
（
再
興
で
き

た
ら
最
高
で
す
）。

1
回
生
の
時
の

テ
ー
マ
は
な
ぜ
か

「
歩
く
」で
、一
日
中

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を

担
い
で
マ
メ
が
で

き
た
足
で
尾
瀬
白

河
を
歩
い
た
こ
と

は
大
き
な
思
い
出
で
す
。旅

行
研
究
会
と
い
う
名
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
い
、レ
ガ
ッ
タ

で
優
勝
す
る
な
ど
硬
派
な
先

輩
が
多
く
、
学
生
時
代
の
多

く
を
畳
敷
き
の
ク
ラ
ブ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
起
業
さ
れ
る
卒
業

生
や
在
学
生
が
多
い
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ク
ル
の

先
輩
も
塾
や
自
転
車
屋
、
広

告
宣
伝
の
会
社
を
起
業
さ
れ

る
な
ど
、
今
思
え
ば
独
立
心

は
強
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。サ
ー
ク
ル
の
同
期
も
介

護
施
設
や
養
毛
の
会
社
を
起

業
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
は
あ
ま
り
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

年
に
な
っ
て
学
生
時
代
の
友

人
や
新
た
に
出
来
た
同
窓
の

輪
を
充
実
さ
せ
る
風
土
を

創
っ
て
頂
い
て
い
る
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

可
能
性
の
ト
ッ
プ
へ

当
時
人
気
業
種
の
ア
パ
レ

ル
業
界
で
、
若
く
て
成
長
企

業
だ
っ
た
株
式
会
社
ワ
ー
ル

ド
に
入
社
し
ま
し
た
。ワ
ー
ル

ド
は
ア
パ
レ
ル
と
し
て
の
華

や
か
さ
と
共
に
礼
儀
を
重
ん

じ
る
企
業
風
土
で
し
た
。お
取

り
引
き
頂
く
小
売
店
さ
ん
や

百
貨
店
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

作
っ
て
頂
く
メ
ー
カ
ー
さ
ん

や
い
ろ
い
ろ
な
納
品
業
者
さ

ん
、物
流
業
者
さ
ん
、掃
除
を

し
て
頂
く
方
な
ど
出
会
っ
た

人
す
べ
て
に
大
き
な
声
で
心

か
ら
挨
拶
す
る
よ
う
に
教
育

さ
れ
ま
し
た
。真
面
目
に
正
し

く
は
龍
大
に
似
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。20
代
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
任
さ
れ
、

29
歳
の
時
に
は
新
規
事
業
の

営
業
責
任
者
と
し
て
ゼ
ロ
か

ら
担
当
さ
せ
て
頂
き
、

100
億

円
の
売
上
を
達
成
し
ま
し

た
。収
益
性
も
高
く
、
ワ
ー
ル

ド
で
三
本
の
指
に
入
る
事
業

に
成
長
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
の
こ
と
は
好
き

で
働
き
が
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
40
歳
の
頃
に
お
誘
い
頂

い
た
会
社
に
少
々
興
味
を
持

ち
、
お
話
を
聞
く
中
で
自
分

が
ワ
ー
ル
ド
で
ど
れ
だ
け
権

限
を
頂
け
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
気
づ
く
こ
と
に
も
な

り
ま
し
た
。そ
れ
以
上
に
権

限
を
持
ち
た
い
と
考
え
る

と
、
リ
ス
ク
が
大
き
い
「
起

業
」
し
か
な
か
っ
た
の
か
な

と
思
い
ま
す
。た
だ
あ
ま
り

気
を
張
っ
た
記
憶
が
な
く
、

緊
張
感
は
あ
り
ま
し
た
が
自

然
な
感
じ
で
そ
の
道
を
歩
み

だ
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
を
3
月
に
退
職

し
て
5
月
7
日
に
会
社
を
設

立
す
る
ま
で
の
間
、
事
業
計

画
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
シ
ナ
リ
オ

を
描
い
て
い
ま
し
た
。ア
パ

レ
ル
業
界
は
企
画
し
て
か
ら

商
品
が
上
が
る
ま
で
1
年
か

か
り
ま
す
。翌
年
2
月
に
う

め
だ
阪
急
本
店
に
出
店
す
る

ま
で
、
小
さ
な
資
本
と
ほ
ん

の
少
し
の
銀
行
ロ
ー
ン
、
事

業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

評
価
頂
い
た
大
手
商
社
の

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
、
経
費
を

必
死
に
抑
え
て
事
業
を
遂
行

し
て
い
ま
し
た
。あ
り
が
た

い
こ
と
に
、
ア
パ
レ
ル
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
と
し
て
よ
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
は
海
外
へ
の
輸

出
取
り
引
き
や
イ
タ
リ
ア
ブ

ラ
ン
ド
の
日
本
総
代
理
店
、

新
ブ
ラ
ン
ド
の
展
開
、
ラ
イ

セ
ン
ス
事
業
、
Ｅ
Ｃ
事
業
な

ど
へ
参
入
し
事
業
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

会
社
は
チ
ー
ム
で
創
る
も
の

現
在
は
若
い
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
、
10
年
後
を
見
据
え

た
事
業
展
開
を
始
め
て
い
る

真
っ
最
中
で
す
。サ
ー
ク
ル

で
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
そ
う
で

し
た
が
、
ワ
ー
ル
ド
時
代
の

事
業
運
営
、
起
業
し
て
か
ら

の
経
営
で
も
チ
ー
ム
で
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。一

人
の
能
力
で
引
っ
ぱ
る
の
で

は
な
く
、
多
く
の
能
力
を

持
っ
た
協
力
者
と
共
に
事
業

を
遂
行
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。新

入
社
員
に
も
必
ず
「
会
社
は

一
緒
に
創
る
も
の
」と
話
し
て

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
チ
ー
ム

で
行
っ
て
い
て
も
、
決
断
と

責
任
は
社
長
一
人
と
考
え
て

い
ま
す
し
、
そ
の
よ
う
に
継

承
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

好
き
な
言
葉
は「
成
長
」。

若
い
人
材
を
登
用
し
て
い
ま

す
が
、「
成
長
す
れ
ば
リ
タ
イ

ア
な
し
」
は
多
く
の
人
と
共

に
歩
む
基
本
概
念
で
す
。私

や
私
た
ち
の
会
社
を
取
り
巻

く
企
業
や
人
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
私
た

ち
の
創
る
ブ
ラ
ン
ド
を
着
て

頂
く
こ
と
で
、
お
客
さ
ま
の

喜
び
を
よ
り
大
き
く
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

私
と
同
じ
理
念
を
持
つ
人
や

企
業
と
、正
し
い
こ
と
、で
き

る
こ
と
を
き
っ
ち
り
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
ベ

ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
人
や
企
業
と
の
協
働

が
、
成
長
へ
の
道
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
良
き

人
に
巡
り
合
い
、
多
く
の
助

け
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。正

し
く
生
き
る
こ
と
で
良
き
人

に
お
付
き
合
い
頂
け
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
経
営
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
同
じ
ス
タ

ン
ス
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

小
学
生
の
時
、
姉
の
影
響

で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
ま

し
た
。中
学
生
ま
で
は
ス
パ

イ
カ
ー
で
し
た
が
、
身
長
が

低
か
っ
た
た
め
高
校
か
ら
リ

ベ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。「
身
長

が
高
け
れ
ば
ス
パ
イ
カ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
た
か
も
」
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。リ
ベ
ロ
は
攻
撃

に
参
加
で
き
な
い
守
備
専
門

校友最前線

デンソーエアリービーズ

福
ふ く

留
ど め

  慧
さ と

美
み

さん
（20年経済卒）

プロフィール
京都市出身。小学生の時、
姉の影響でバレーボールを
始 め る。 現 在、V.LEAGUE 
DIVISION1 のデンソーエア
リービーズでリベロとして
活躍。22 年バレーボール
女子世界選手権日本代表の
リベロとして日本のベスト
８入りに貢献。

の
難
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す

が
、
自
分
が
目
立
つ
よ
り
ス

パ
イ
カ
ー
や
セ
ッ
タ
ー
に
活

躍
し
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
ま
す
。見
て
い
る

人
に
は
分
か
ら
な
い
よ
う
な

ボ
ー
ル
に
関
わ
ら
な
い
と
こ

ろ
で
も
、
自
分
が
納
得
の
い

く
働
き
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。と
は
い
え
、ブ
ロ
ッ

ク
フ
ォ
ロ
ー
で
、
決
ま
っ
た

と
思
っ
て
見
下
ろ
し
て
い
る

相
手
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
拾
っ
た

時
な
ど
、
相
手
を
見
上
げ
て

「
ヨ
ッ
シ
ャ
ー

！！
」と
思
い
ま

す（
笑
）。

龍
谷
大
学
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
出
来
事
の
1
つ
は
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
経
験
し
た
こ

と
で
す
。同
期
５
人
の
う
ち

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
３
人
で
、
私

が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
あ
れ
こ
れ
考
え

て
ば
か
り
で
結
論
を
出
せ
ず

に
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、試

合
の
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ

た
3
学
年
上
の
先
輩
か
ら

「
不
安
が
あ
る
こ
と
は
分
か

る
が
、
起
き
て
も
い
な
い
こ

と
で
悩
ん
で
も
い
て
も
意
味

が
な
い
」
と
言
わ
れ
て
決
意

し
、
自
分
の
言
葉
で
同
級
生

に
キ
ャ
プ
テ
ン
を
や
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
。同
級
生
は
、

私
か
ら
言
う
ま
で
「
キ
ャ
プ

テ
ン
を
や
っ
て
と
は
言
わ
な

い
」
と
決
め
て
い
た
よ
う
で

す
。大
学
で
は
な
ん
で
も
自

分
た
ち
で
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
決
断
す
る
こ
と
に
悩

ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
人
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
と
は
い
っ
て
も

な
ん
で
も
自
分
で
決
め
て
、

な
ん
で
も
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
同
級
生

や
後
輩
に
も
意
見
を
聞
き
、

み
ん
な
で
チ
ー
ム
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。

座
右
の
銘
は
、
小
学
生
の

時
の
コ
ー
チ（
監
督
の
娘
さ

ん
）
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
ピ
ン

チ
の
時
こ
そ
笑
う
が
勝
ち
」

と
い
う
言
葉
で
す
。大
学
4

年
生
の
時
に
勝
て
な
い
試
合

が
続
き
ま
し
た
が
、キ
ャ
プ
テ

ン
の
私
が
し
ん
ど
い
顔
を
す

る
と
周
り
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
思
い
、
笑
顔
で
鼓
舞
し

て
い
ま
し
た
。点
数
は
不
利

で
も
自
分
た
ち
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
す
れ
ば
勝
て
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。今
も
こ
の
言

葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ
ー
ビ
ー

ズ
を
選
ん
だ
理
由
は
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
も
私
生
活
も
オ

ン
オ
フ
が
あ
り
、
み
ん
な
が

楽
し
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し

て
い
た
か
ら
で
す
。当
面
の

目
標
は
Ｖ
リ
ー
グ
フ
ァ
イ
ナ

ル
4
に
残
っ
て
優
勝
す
る
こ

と
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
代
表
の
1
枠
し
か
な
い

リ
ベ
ロ
に
選
ば
れ
る
よ
う
、

プ
レ
ー
の
面
で
も
人
間
的
に

も
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
笑
う
が
勝
ち
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科
学
と
宗
教
は
、
車
の
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
関
係

今
か
ら
ち
ょ
う
ど

100
年

前
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が

来
日
さ
れ
ま
し
た
。ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
は

仏
教
に
非
常
に
関
心
を
持
っ

て
お
ら
れ
た
方
で
、
科
学
と

親
和
性
の
あ
る
宗
教
は
世
界

の
中
で
仏
教
が
一
番
で
あ
る

と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

は
い
ま
せ
ん
が
、来
日
の
折
、

浄
土
真
宗
の
僧
侶
と
面
談
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

科
学
と
宗
教
は
非
常
に
遠

い
も
の
で
あ
る
と
受
け
取
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
本
学
は
創

立
350
年
の
時
に
瀬
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
設
し
、「
人
間
・
科

学
・
宗
教
」
と
い
う
標
語
を

掲
げ
、
仏
教
系
大
学
初
の
理

工
学
部
（
現
在
の
先
端
理
工

学
部
）
を
設
立
い
た
し
ま
し

た
。近

代
以
降
、科
学
技
術
、科

学
の
発
展
に
よ
っ
て
、
我
々

は
便
利
さ
を
享
受
し
て
い
る

の
で
す
が
、
時
に
科
学
が
暴

走
し
、
例
え
ば
戦
争
状
態
で

使
用
さ
れ
る
兵
器
な
ど
は
科

学
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

も
の
で
す
。そ
の
科
学
の
暴

走
を
止
め
る
役
割
を
持
っ
て

お
か
な
け
れ
ば
、
文
明
は
滅

び
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。車
に
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
が
あ
る
よ

う
に
、
人
間
社
会
に
お
い
て

も
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
が

両
方
必
要
で
す
。そ
し
て
科

学
を
ど
ん
ど
ん
進
化
さ
せ
る

の
は
、
人
間
の
知
性
の
働
き

で
す
。そ
の
人
間
の
知
性
に

メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
が
仏
教

の
大
き
な
役
割
で
す
。大
学

と
い
う
の
は
、
教
育
研
究
の

場
で
あ
り
、
当
然
知
性
の
働

き
、
知
性
の
営
み
が
前
提
と

な
り
ま
す
。し
か
し
、人
間
が

持
っ
て
い
る
知
性
と
い
う
も

の
に
は
、必
ず
自
己
中
心
性
、

自
ら
の
都
合
が
入
り
込
ん
で

い
る
。そ
の
知
性
を
常
に
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

『
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
智
慧
』

の
意
味
す
る
と
こ
ろ

仏
教
の
底
流
に
は
、
そ
の

人
間
の
持
っ
て
い
る
知
性
と

い
う
も
の
に
対
し
て
懐
疑
的

に
な
り
、そ
し
て「
果
た
し
て

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」
と

自
己
を
省
み
る
と
い
う
こ
と

が
流
れ
て
い
ま
す
。と
り
わ

け
本
学
の
建
学
の
精
神
、
浄

土
真
宗
の
根
源
に
あ
り
ま
す

親
鸞
聖
人
は
、
私
た
ち
の
知

性
と
い
う
も
の
、
人
間
の
知

恵
と
い
う
も
の
、
そ
れ
は
不

完
全
な
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
打
ち
出
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

日
本
の
格
言
に
『
三
人
寄

れ
ば
文
殊
の
智
慧
』
が
あ
り

ま
す
。文
殊
と
い
う
の
は
、仏

教
の
智
慧
を
象
徴
す
る
偉
大

な
る
菩
薩
で
す
。人
間
一
人

の
知
恵
、
知
性
は
不
完
全
な

も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
人
で

は
な
く
三
人
寄
る
と
い
う
こ

と
、
つ
ま
り
自
分
の
考
え
や

思
考
と
違
う
人
と
寄
り
合
う

こ
と
で
少
し
で
も
文
殊
の
智

慧
に
近
づ
く
。こ
の「
三
人
寄

れ
ば
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
求
め
ら
れ
る
「
総
合
知
」

私
は
龍
谷
大
学
の
大
宮
・

深
草
・
瀬
田
、す
な
わ
ち「
大

宮
の
人
文
知
」「
深
草
の
社
会

科
学
」、
そ
し
て「
瀬
田
の
自

然
科
学
」、
立
場
の
違
い
、
学

問
分
野
の
違
い
、
教
育
体
系

の
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ひ
と

つ
に
総
合
的
に
連
動
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
の

人
間
社
会
に
お
い
て
最
も
欠

け
て
い
る
も
の
は
、「
総
合

知
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

教
育
研
究
を
総
合
的
に
合
わ

せ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
か

ら
の
人
間
社
会
に
お
い
て
、

「
総
合
知
」が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
時

代
に
突
入
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

ま
さ
に
、『
三
人
寄
れ
ば
文

殊
の
智
慧
』。

予
測
不
能
な
時
代
の
中

で
、
次
々
と
起
き
て
い
る
想

定
外
の
出
来
事
を
ど
の
よ
う

に
乗
り
越
え
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
「
自
省

利
他
」
の
思
考

今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
強
く
打

ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。地
球

の
危
機
、人
類
の
危
機
、こ
の

ま
ま
文
明
が
進
化
し
て
い
く

な
ら
ば
、
地
球
に
大
き
な
負

荷
を
か
け
、
人
類
が
生
み
出

し
た
科
学
の
進
化
が
、
逆
に

人
類
を
滅
ぼ
し
か
ね
な
い
よ

う
な
事
態
を
招
い
て
い
る
。

そ
う
し
た
危
機
感
か
ら
15

年
、
国
連
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

発
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
。私

た
ち
が
こ
れ
ま
で
ど
れ
ほ
ど

地
球
の
こ
と
に
意
識
を
向
け

て
い
た
か
、
こ
こ
で
も
３
つ

の
段
階
と
い
う
も
の
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。私
た
ち
人
間
が
存
在
で

き
て
い
る
の
は
、
地
球
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。そ

の
地
球
に
社
会
が
あ
り
、
そ

の
社
会
を
成
り
立
た
せ
て
い

る
の
は
個
人
で
す
。従
っ
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
の
は
ま
ず

地
球
の
危
機
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

社
会
の
在
り
方
、
さ
ら
に

我
々
個
人
個
人
の
生
き
方
、

と
い
う
3
つ
の
レ
ベ
ル
を
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

先
般
、本
学
で「
学
生
気
候

会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
学
部
か
ら
数
十
名
の
学
生

が
集
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
課
題
を
見
出
し
て
非

常
に
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

本
学
で
は
仏
教
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
結
び
付
け
「
仏
教
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
が
、
学
生
が
そ
れ
に
呼
応

し
、
今
の
自
分
に
何
が
で
き

る
か
を
本
気
で
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
姿
を
見
る
に
つ
け
、

自
ら
未
来
を
担
う
の
だ
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
ど
の
よ
う
に
組

み
立
て
て
い
く
か
、
ど
こ
に

問
題
が
あ
る
か
を
真
剣
に
考

え
て
く
れ
る
学
生
の
み
な
さ

ん
が
今
、
本
学
を
牽
引
し
て

く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

創
立

380
周
年
の
時
に
「
自

省
利
他
」
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。自
ら
を
省
み
る
、仏
様
の

教
え
に
照
ら
し
て
今
の
自
分

を
省
み
る
。人
は
往
々
に
し

て
自
分
の
考
え
が
一
番
正
し

い
と
思
う
。そ
う
す
る
と
、自

分
の
考
え
方
と
は
違
う
人
を

間
違
っ
て
い
る
と
み
な
し
て

排
除
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
自
ら
の
考

え
を
検
証
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
の
考
え
は
間
違
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
立
場
に
立
つ
こ
と
で
す
。

な
か
な
か
そ
う
は
思
え
な
い

の
が
現
実
で
す
が
、『
歎
異

抄
』
の
中
に
こ
う
い
う
言
葉

が
載
っ
て
い
ま
す
。

『
ま
こ
と
に
、
如
来
の
御
恩

と
い
う
こ
と
を
ば
沙
汰
な
く

し
て
　
わ
れ
も
ひ
と
も
善
悪

（
よ
し
あ
し
）
と
い
う
こ
と

を
の
み
申
し
あ
へ
り
』。

本
当
に
私
た
ち
は
、
如
来

の
御
恩
が
ど
れ
ほ
ど
尊
い
か

を
問
う
こ
と
も
な
く
、
い
つ

も
い
つ
も
お
互
い
に
善
い
と

か
悪
い
と
か
そ
れ
ば
か
り
を

言
い
合
っ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
、〝
悪
い
の
は
相
手
、
善
い

の
は
私
〟と
い
う
見
方
。争
い

と
い
う
の
は
、
実
は
こ
の
よ

う
な
見
方
か
ら
起
き
て
く
る

の
で
す
ね
。先
程
申
し
上
げ

た
よ
う
に
、『
三
人
寄
れ
ば
文

殊
の
智
慧
』と
い
う
格
言
、少

な
く
と
も
私
た
ち
が
生
き
て

い
る
こ
の
社
会
に
お
い
て

は
、
私
が
正
し
い
と
い
う
思

い
、
そ
れ
を
異
な
っ
た
角
度

か
ら
見
る
人
が
側
に
い
て
意

見
交
換
す
る
こ
と
が
ど
う
し

て
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。イ

タ
リ
ア
の
物
理
学
者
で

あ
る
カ
ル
ロ
・
ロ
ヴ
ェ
ッ
リ

は
、著
書『
世
界
は「
関
係
」で

で
き
て
い
る
』
の
最
後
に
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
事
物
は
互
い
に
繋
が
っ

て
い
て
互
い
を
映
し
あ
い
18

世
紀
の
冷
た
い
力
学
に
捉
え

ら
れ
な
か
っ
た
明
る
い
光
を

放
っ
て
い
る
。」つ
ま
り
、
物

事
は
繋
が
り
あ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
こ
の
本
は
強
く

主
張
し
て
い
ま
す
。「
縁
起
」、

「
縁
」に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い

る
、
関
係
性
で
成
り
立
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ブ
ッ

ダ
、
お
釈
迦
様
が
す
で
に
説

い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、龍
谷
大
学
も〝
繋
が

り
〟
と
い
う
こ
と
を
強
く
打

ち
出
し
つ
つ
あ
る
わ
け
で
す

が
、
一
人
一
人
が
繋
が
り

合
っ
て
い
る
、
全
て
の
も
の

は
繋
が
り
合
っ
て
い
る
。決

し
て
自
分
一
人
が
孤
立
し
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
あ
り
方

で
は
な
く
、
繋
が
り
あ
っ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
自

ら
の
考
え
を
常
に
検
証
し
て

い
く
。皆
さ
ん
の
日
常
が
そ

う
い
う
日
々
で
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
22
年
12
月
13
日
学
長
法

話
よ
り
）

入
澤
学
長
「
問
わ
ず
語
り
」

海外で活躍　　　　　 する校友

フィンランド放送交響楽団
トランぺット奏者

櫻
さ く ら

木
ぎ

  厚
あ つ

子
こ

さん

プロフィール
龍谷大学では吹奏楽部に所属。01年経

済学部卒業後、同年京都市立芸術大学にト
ランペット専攻で進学。その後、スウェーデ
ンのイェーテボリ大学、ドイツのケルン音
大に進学し、ドルトムント歌劇場の管弦楽
団とフライブルクの南西ドイツ放送交響楽
団で１年ずつインターンシップとして経験
を積む。2009 年から北欧の名門フィンラ
ンド放送交響楽団に入団、現在に至る。
2012年度 龍谷奨励賞を受賞。

高
知
県
の
中
学
高
校
で
吹

奏
楽
部
に
所
属
し
、
大
学
で

も
続
け
た
い
と
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
常
連
で
あ
る
龍
谷

大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。練

習
ば
か
り
の
毎
日
で
し
た

が
、
当
時
下
宿
を
し
て
い
た

の
で
同
じ
環
境
の
友
人
た
ち

と
食
事
を
作
っ
た
り
、
話
を

す
る
な
ど
普
通
の
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
で
す
。

龍
谷
大
学
で
京
都
市
交
響

楽
団
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
の

早
坂
宏
明
さ
ん
の
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
、
京
都
市
立
芸
術
大

学
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
専
攻
で

進
学
し
た
の
で
す
が
、
プ
ロ

に
な
る
と
心
で
決
め
つ
つ

も
、
龍
谷
大
学
で
の
日
々
や

環
境
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ
ェ
ー

テ
ボ
リ
交
響
楽
団
の
主
席
奏

者
で
あ
り
、
世
界
的
な
ト
ラ

ン
ペ
ッ
タ
ー
の
ベ
ン
ク
ト
・

ダ
ニ
エ
ル
ソ
ン
と
の
出
会
い

か
ら
、
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
大
学

へ
の
留
学
を
決
め
ま
し
た

が
、
留
学
の
1
年
前
に
交
通

事
故
に
遭
い
大
け
が
を
し
ま

し
た
。で
も
留
学
へ
の
思
い

は
強
く
、
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ

を
続
け
ま
し
た
。

数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
た

く
さ
ん
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
ま

し
た
が
、ご
縁
が
あ
り
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
放
送
交
響
楽
団
に

入
団
し
ま
し
た
。定
年
ま
で

い
ら
れ
る
楽
団
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
放
送
交
響
楽
団
は
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
レ
ベ
ル
も
高

く
、世
界
的
に
有
名
な
指
揮

者
の
も
と
で
の
演
奏
は
刺
激

も
あ
り
ま
す
が
、毎
回
楽
し

く
演
奏
を
続
け
て

い
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

放
送
交
響
楽
団
は

福
利
厚
生
も
充
実

し
て
お
り
、
夏
休

み
は
6
週
間
あ
り

ま
す
。休
み
の
期

間
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
を
触
ら
ず
休
み

を
満
喫
す
る
期
間

も
あ
り
ま
す
。気

持
ち
の
切
り
替
え

を
し
つ
つ
仕
事
が
で
き
て
い

ま
す
。毎
週
演
奏
会
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
演
目

が
変
わ
り
練
習
を
重
ね
ま

す
。楽
団
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル

は
1
日
に
4
時
間
。そ
れ
以

外
の
毎
日
の
個
人
練
習
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
、
戦
争
の
状
況
下
で

の
演
奏
活
動

コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ン
サ
ー
ト

が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
放
送

局
の
オ
ケ
な
の
で
Ｔ
Ｖ
生
放

送
、
無
観
客
で
毎
週
コ
ン

サ
ー
ト
は
続
け
て
い
ま
し

た
。フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
の

対
応
も
信
頼
で
き
る
も
の
で

し
た
の
で
、
生
活
に
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

ロ
シ
ア
侵
攻
後
、
町
の
中
に

は
支
援
物
資
の
集
積
場
が
あ

り
、
至
る
所
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
旗
が
掲
揚
さ
れ
る
な
ど
、

と
て
も
身
近
に
戦
争
を
感
じ

ま
す
。楽
団
と
し
て
、ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
作
曲
家
の
曲
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
た
り
、

色
々
な
場
所
で
多
数
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
後
の
夢

20
年
5
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
日
本
全
国
7
公
演
の
ツ

ア
ー
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
い
つ
の
日
か
日
本
公
演

が
実
現
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。そ
の
際
は
龍
谷
大

学
の
施
設
で
ソ
ロ
演
奏
会
も

し
た
い
で
す
ね
。

写真は2022年8月に憧れだった
ロンドンのBBCプロムスで演奏した時

【
新
企
画
】親
鸞
聖
人
生
誕
850
年
に
際
し
、そ
の
教
え
を
聞
く

充
実
し
た
環
境
で
の
演
奏
が
楽
し
い

イラスト　宗教部　保田正信

イラスト　宗教部　小西智子
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特
集
「
あ
り
が
と
う
紫
朋
館
、
紫
陽
館
」

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
課

外
活
動
の
拠
点
と
し
て
長

年
に
渡
り
使
用
さ
れ
て
き

た
紫
朋
館
、紫
陽
館
が
、老

朽
化
か
つ
旧
耐
震
建
造
物

の
た
め
、
学
生
の
安
全
確

保
を
目
的
に
取
り
壊
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
生
活
の
多
く
を
課
外

活
動
に
費
や
し
て
き
た
校

友
に
と
っ
て
は
、紫
朋
館
、

紫
陽
館
に
対
す
る
思
い
入

れ
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、11
月
6
日（
日
）

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（
深
草
）の
1
日
限
定
で
、

校
友
に
対
し
て
紫
朋
館
、

紫
陽
館
が
開
放
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、紫
朋
館
、紫
陽

館
の
姿
を
目
に
焼
き
付
け

よ
う
と
、
多
く
の
校
友
が

訪
れ
ま
し
た
。青
春
時
代

を
過
ご
し
た
懐
か
し
の
部

室
を
訪
れ
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
同
級
生
や
先
輩
・

後
輩
と
当
時
の
思
い
出
を

語
り
合
っ
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
さ
れ
て
い
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
だ

け
で
は
な
く
、
つ
ら
か
っ

た
思
い
出
も
今
で
は
笑
い

話
と
し
て
「
あ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
な
ぁ
」
と
話
す

校
友
の
笑
顔
を
見
て
、
紫

朋
館
、
紫
陽
館
に
は
確
か

に
多
く
の
校
友
の
青
春
の

1
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
だ

と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し

た
1
日
で
し
た
。

来
館
さ
れ
た
方
々
に
お

話
を
伺
っ
て
い
る
と
、

■
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
皆

で
集
ま
っ
た
サ
ー
ク
ル
の

団
体

■
「
紫
朋
館
に
ひ
と
こ
と

御
礼
が
言
い
た
く
て
、
そ

の
た
め
に
東
京
か
ら
来
ま

し
た
。」
と
い
う
校
友

■
「
壁
に
描
い
た
落
書
き
、

ま
だ
残
っ
て
い
る
！
」
と
盛

り
上
が
っ
て
い
る
方
々

■
「
こ
こ
で
出
会
っ
て
結
婚

し
た
ん
で
す
。」
と
い
う
龍

大
卒
業
生
同
士
の
ご
夫
婦

そ
ん
な
方
々
か
ら
紫
朋
館

で
の
思
い
出
を
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

大
田
隆
一
郎
さ
ん（
93
年
経

済
卒
）

「
ブ
ー
…
」
無
機
質
な
ブ

ザ
ー
の
音
が
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
鳴
り

響
く
。体
育
局
本
部
か
ら
の

呼
び
出
し
だ
。音
を
聞
く
や

否
や
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
飛
び
出
し
本

部
の
あ
る
部
屋
へ
急
ぎ
足
で

向
か
う
。道
中
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
本
部
の
扉
前
で
深
呼

吸
…
「
ト
ン
ト
ン
」

「
は
い
ぃ
ぃ
…
！
」

室
内
か
ら
ド
ス
の
聞
い
た

声
が
…
。

扉
を
開
け
閉
め
し
て
室
内

に
入
り
、「
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
認
定
同
好
会
1
回

生
、大
田
で
す
！
」

元
気
よ
く
ハ
キ
ハ
キ
と
大

き
な
声
で
。

声
が
小
さ
い
と
「
や
り
直

し
！
」
と
な
る
の
で
必
死
の

パ
ッ
チ
で
声
を
張
る
。

通
達
内
容
を
書
面
や
口
頭

で
い
た
だ
い
て
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
戻

る
。あ
の
30
数
年
前
の
記
憶

が
走
馬
灯
の
よ
う
に
甦
っ
た

22
年
11
月
6
日
。

取
り
壊
し
に
な
る
紫
朋
館

の
一
般
開
放
の
日
。

体
育
局
本
部
の
室
内
に

あ
っ
た
ブ
ザ
ー
を
卒
業
以
来

交
流
の
あ
る
仲
間
達
と

「
こ
れ
鳴
る
ん
か
い
な
？

Ｂ
Ｏ
Ｘ
行
っ
て
見
る
わ
…
」

ブ
ザ
ー
を
押
し
て
み
る
。

「
ブ
ー
…
」

Ｂ
Ｏ
Ｘ
か
ら
戻
っ
て
き
仲

間
が
「
こ
れ
鳴
る
や
ん
！
現

役
や
ん
」
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上

が
っ
て
い
る
の
が
手
に
と
る

よ
う
に
わ
か
る
。

こ
の
建
物
が
ホ
ン
マ
に
な

く
な
る
ん
か
い
な
…
寂
し

い
。誰
も
が
思
っ
た
想
い
…

「
ブ
ー
…
」

「
ト
ン
ト
ン
」

「
は
い
ぃ
ぃ
…
！
」

一
連
の
や
り
取
り
は
色
あ

せ
る
こ
と
な
く
、
私
や
み
ん

な
の
記
憶
や
心
に
い
つ
ま
で

も
残
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。ワ

ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

長
澤
剛
志
さ
ん（
01
年
経
済

卒
）私

に
と
っ
て
紫
朋
館
は
大

学
生
活
の
全
て
で
す
。

初
め
て
部
室
の
門
を
叩
い

た
こ
と
、
失
敗
を
し
て
青
ざ

め
た
こ
と
、
昼
休
み
に
テ
レ

ビ
を
見
て
た
ら
授
業
を
す
っ

ぽ
か
し
た
こ
と
な
ど
今
で
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
卒
業
か
ら
約
20
年

が
経
ち
、
も
う
一
度
紫
朋
館

を
見
て
お
き
た
い
と
思
い
最

終
開
放
に
行
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。私
の
所
属
し
た
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
廃
部

に
な
っ
た
と
聞
い
て
ま
し
た

が
部
室
も
ロ
ッ
カ
ー
も
そ
の

ま
ま
残
っ
て
お
り
、
来
た
価

値
が
あ
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。

劇
団
未
踏
座　

柴
田
恵
里
さ
ん（
91
年
文
卒
）

紫
朋
館
と
お
別
れ
の
日
、

「
劇
団
未
踏
座
」の
プ
レ
ー
ト

は
完
全
閉
館
30
分
前
に
な
っ

て
も
そ
の
ま
ま
で
し
た
。こ

の
ま
ま
瓦
礫
に
し
て
し
ま
う

の
は
忍
び
難
い
か
ら
と
言
い

訳
を
し
て
、
同
級
生
と
外
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

在
学
中
、
世
の
中
は
バ
ブ

ル
で
し
た
が
、
私
た
ち
は
毎

日
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
芝
居
を

創
る
こ
と
に
夢
中
で
し
た
。

夫
と
は
未
踏
座
の
同
期

で
、
結
婚
28
年
に
な
り
ま
し

た
。大
ま
か
に
は
順
風
で
し

た
が
、
夫
は
夏
に
交
通
事
故

に
遭
い
現
在
休
職
中
で
す
。

そ
ん
な
中
、「
劇
団
未
踏
座
」

の
プ
レ
ー
ト
は
「
ま
た
こ
こ

か
ら
」
の
励
ま
し
と
な
り
ま

し
た
。

未
踏
座
出
身
の
皆
々
様
、

ま
た
プ
レ
ー
ト
を
囲
ん
で
集

ま
り
ま
し
ょ
う
。そ
れ
ま
で

し
ば
ら
く
預
か
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

認
定
同
好
会

黄
色
い
ト
マ
ト

星
野
知
也
さ
ん（
97
年
文
卒
）

「
黄
色
い
思
い
出
と
今
」

当
時
の「
黄
色
い
ト
マ
ト
」

は
、
可
愛
い
名
前
と
は
裏
腹

に
、
行
き
場
の
な
い
メ
ン
ツ

が
集
ま
っ
た
、
濃
い
音
楽

サ
ー
ク
ル
で
し
た
。そ
の
巣

窟
の
よ
う
な
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
は
、

扉
を
開
け
る
と
い
つ
も
誰
か

が
。そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
以

上
経
ち
、一
人
、取
り
壊
さ
れ

る
前
の
が
ら
ん
と
し
た
Ｂ
Ｏ

Ｘ
に
立
つ
と
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
そ
こ
に
い
た
人
の
声

や
、
頑
な
だ
っ
た
自
分
の
思

い
が
、
汚
れ
た
壁
に
染
み
付

い
て
い
て
甦
っ
て
き
ま
し

た
。「

あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
出
て
、
階
段
を
降

り
よ
う
と
し
た
そ
の
時
。窓

ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
体
育
館

と
黄
色
い
銀
杏
の
木
。昔
は

何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
た

け
れ
ど
、
瑞
々
し
い
秋
の
景

色
に
見
惚
れ
て
い
る
今
の
自

分
が
い
ま
し
た
。

愛
着
の
あ
る
思
い
出
の
プ
レ
ー
ト
。

未
踏
座
ボ
ッ
ク
ス
。
以
前
は
壁
一

面
に
芝
居
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て

あ
り
ま
し
た
。

カ
ラ
フ
ル
な
ロ
ッ
カ
ー
。

壁
の
落
書
き
が
青
春
。

黄
色
い
銀
杏
の
木
。

紫朋館の様子とご来館いただいた方々。

紫陽館（2004年イヤーブック）現在の紫陽館

ま
る
で
祭
の
あ
と
の
よ
う
な

懐
か
し
い
Ｂ
Ｏ
Ｘ
。

入
り
口
に
ワ
ン
ゲ
ル
の
プ
レ
ー
ト
。

紫 朋 館

紫 陽 館

紫朋館の「モーツアルト」ではこの日、現役生の演奏会が
開かれました。懐かしい練習場での演奏会に、多くの吹奏
楽部OB・OGの方が来られました。
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島津先生 涌井先生

経済学部同窓会 文学部・短期大学部同窓会
法学部と法学部同窓会の共催事業とし

て、今年度は４回に分けて、島津ゆう子先
生には、話し方のこつとマナーを、涌井美
和子先生には、ハラエスメント関連知識
を、卒業生の弁護士・司法書士・社会保
険労務士・行政書士の資格者には、その
実態についてお話をいただきました。

昨年度までのオンラインと違い大学の
教室を使ってのリアルの講義形式でした
ので、学生側からの積極的な質疑や個別
相談などもありました。来年度以降も法
学部と相談の上、学生のためになる事業
を開催してまいります。
 （会長　成松重人）

法学部同窓会

 

古
都
の
師
走
の
恒
例
　

　
龍
吟
会
吟
詠
発
表
大
会
を
開
催  

龍
吟
会

　
　
　

龍
吟
会
は
来
年
、
創
部
60
周
年

12
月
4
日
、
龍
谷
大
学
響

都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
に
て
開

催
。こ
の
好
機
を
通
じ
て
、日

本
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ
る
詩

吟
の
研
究
活
動
の
成
果
を
お

互
い
に
発
表
し
あ
う
こ
と
に

よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
と
共
に
、
広
く
学
外

の
方
に
も
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
存
在
意
義
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

実
に
価
値
あ
る
も
の
と
思
い

開
催
し
た
も
の
で
す
。

大
会
当
日
は
、
龍
吟
会
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
以
外
に
も
、
関
西

大
学
や
桃
山
学
院
大
学
詩
吟

部
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
も
賛
助
出

吟
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
龍
谷
大
学
校
友
会

本
部
の
樽
井
博
監
事
も
出
吟

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
回
は
新
し
い
試
み
と
し

て
、龍
吟
会
の
部
員
が
創
意
工

夫
し
た「
中
国
舞
踊
と
吟（
清

平
調
・
李
白
作
）」と
題
し
て
、

留
学
生
呉
雨
笙
さ
ん
が
舞
う

な
か
部
員
が
吟
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
四
年
か
ら
交

歓
が
始
ま
っ
た
岡
山
大
学
吟

詩
部
の
学
生
吟
士
も
出
吟
及

び
剣
舞
を
披
露
し
て
く
れ
た

り
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
我
等

が
龍
谷
大
学
放
送

局
の
学
生
諸
君
の

司
会
進
行
や
、
邦

楽
部
・
落
語
研
究

会
の
学
生
達
も
賛

助
出
演
し
て
大
会

を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
大

会
が
京
都
の
暮
の

風
物
詩
と
な
る
よ

う
、
部
員
と
共
に

努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
龍
吟
会
顧
問

  

半
田
一
清
）

11月3日（木）に深草学舎で「第 7 回ビ
ジネス・ミーティング」（共催：龍谷大学
経済学部）を開催しました。

第1部の基調講演では、日本マイクロ
ソフト株式会社元業務執行役員 澤 円氏
による講演「『自分の人生を生きる』ため
に一番大事なこと」と題して開催しまし
た。澤氏から、自らの経験を元に自分の人
生を生きるために何を大切にしているか
などをお話しいただきました。

第2部ではパネルディスカッションを
行い6名のパネリストで、プレゼンテー
ションのこと、就職に関することなど、多
岐に渡り討論を行い、在学生、教職員を中
心に対面70名、オンライン90名の計160
名が参加し、参加者からは多くの質問が
寄せられました。 （会長　田中正勝）

大宮学舎は、本館・北黌・南黌等が ｢ 重要文化財建築群 ｣ の指定を受けています。
また、夕刻から夜間にかけてライトアップが行われ、観光スポットとしても有名で
す。このライトアップは、96年に大宮学舎改修工事の完成を記念して、文学部・
短期大学部同窓会がライトアップ導入に伴う設備費と電気代を大学に寄付し、実
施されています。一時、省エネ施策の推進や東日本大震災による節電の取り組みな
どにより、中断あるいは規模が縮小された時期もありましたが、15年には、省エ
ネに対応したＬＥＤ照明に機器を更新し、その費用も文学部・短期大学部同窓会
が寄付しています。

この取り組みは、市民への龍谷大学に対する認知度向上、在学生・卒業生の帰属
意識の高揚にも一役を買っているほか、22年度に3日間実施された「大宮図書館
24時間開館」の際にも終夜ライトアップが行われるなど、大宮キャンパスの防犯
安全にも役立っています。 （会長　赤松徹眞）

写
真
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の

活
動
報
告
と
記
念
行
事
の
告
知

6
月
28
日
、
写
真
家
の
井

上
博
道
記
念
館
の
オ
ー
プ
ン

記
念
に
、
お
祝
い
を
兼
ね
て

訪
問
し
ま
し
た
。

井
上
博
道
先
輩（
１
９
３
１

年
～
２
０
１
２
年
）は
、
54
年

文
学
部
史
学
科
を
卒
業
、
現

役
の
時
か
ら
作
家
司
馬
遼
太

郎
氏
と
親
交
を
深
め
て
お
ら

11
月
26
日
、
経
営
学
部
林

昭
ゼ
ミ
同
窓
会（
89
年
卒
）を

対
面
で
は
3
年
ぶ
り
に
京
都

で
開
き
ま
し
た
。卒
業
以
来
、

毎
年
開
催
し
て
き
た
同
窓
会

も
34
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
91
歳
を
迎
え

ら
れ
た
林
昭
先
生
を
囲
ん
で

久
し
ぶ
り
に
対
面
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。高
齢
に
な
ら

れ
て
も
、毎
年
、同
窓
会
に
出

席
い
た
だ
い
て
い
る
林
昭
先

生
曰
く
、
久
し
ぶ
り
に
資
本

論
を
読
ん
で
み
た
ら
眠
た
く

な
っ
た
と
…
…
そ
の
ご
年
齢

で
資
本
論
を
読
ん
で
み
よ
う

と
思
わ
れ
る
こ
と
に
ゼ
ミ
生

一
同
驚
嘆
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
る
同
窓
会
、
年
齢
を

重
ね
る
に
つ
れ
話
題
も
か
わ

り
ま
す
が
、
思
い
出
を
共
有

で
き
る
友
や
同
窓
会
の
支
柱

と
な
る
恩
師
と
の
大
切
な
時

間
を
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な

で
紡
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
89
年
経
営
学
部
卒

　

林
昭
ゼ
ミ
同
窓
会
）

同
窓
会
の
報
告
と
ご
案
内

※ 詳細は「井上博道記念館」で検索
https://www.asa-ban.com/him/
場所：奈良市中登美ケ丘２丁目 1984−31

【写真部創部90周年記念行事告知】
10月22日（日）に90周年記念行事を計画しています。
連絡先　jun111952@gmail.com　
TEL  090-1952−3549
事務局：芦田淳一

ゼミやクラブ ､サークルなどの同窓会を校友会ホームページの
読み物コンテンツ「校友KIKOU」に寄稿されませんか。

　　
■校友からの“寄稿 (キコウ )”　

　　■校友への“紀行 (キコウ )”
　　■校友に“聞こう (キコウ )”

3つのキコウが集まって出来るのが「校友“KIKOU”」です。
※ この記事は、校友会 HP「校友 KIKOU」にも掲載しています。

校友KIKOU

れ
ま
し
た
。

入
部
を
誘
っ
た
の
は
聖
護

院
門
跡
門
主
の
宮
城
泰
年
先

輩
。二
人
は
い
ず
れ
も
龍
谷

賞
を
受
賞
さ
れ
た
写
真
部
の

誇
り
で
す
。

校友会、各学部同窓会の 21 年度決算書は校友会ホームページで
ご確認いただけます。

  

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

校
友
会
長
名
、学
長
名
で
祝
電
を
お
贈
り
し
ま

す
。
お
申
し
込
み
は
、校
友
会
事
務
局
ま
で
。

　
　

氏
名　
　
　

卒
年　
　

  

式
月
日

♠
中
山　

光
信　

09　

文　

♥
安
東　

桜
子　

10　

経
済

　
　
　
　
　
　

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

お
申
し
込
み
は
、お
電
話
、

メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、必

ず
次
の
項
目
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式

日
の
1
週
間
前
ま
で
。

●
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・卒
業
年

・
卒
業
学
部
※
校
友
同
士
の

結
婚
の
場
合
は
2
名
と
も

●
挙
式
日
時・
会
場
名（
フ
リ

ガ
ナ
）・会
場
住
所・会
場
電
話

番
号

●
会
報
に
掲
載
の
可
否

10
・
9

矯
正
・
保
護
支
部

ぎ
ん
な
ん
会

２
月
４
日（
土
）深
草
学
舎

に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
臨

時
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。ぎ
ん
な
ん
会
は
矯
正
・

更
生
保
護
官
署
に
勤
務
す
る

現
役
職
員
及
び
Ｏ
Ｂ
で
組
織

し
て
い
ま
す
が
、
近
年
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
十
分
な
活
動
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

研
究
会
に
は
、
ぎ
ん
な
ん

会
員
の
ほ
か
、学
生
、教
職
員

な
ど
総
勢
26
名
の
参
加
を
得

る
こ
と
が
で
き
、中
部
地
方
更

生
保
護
委
員
会
西
岡
総
一
郎

委
員
長
か
ら
「
更
生
保
護
の

課
題
と
展
望
」
と
題
す
る
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
我
が
国
の
治
安
は
比
較

的
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
刑

事
政
策
上
の
現
下
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
再
犯
防
止
の
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、新

た
な
知
見
を
得
、
認
識
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
失

わ
れ
た
会
員
同
士
の
交
流
と

親
睦
を
図
る
た
め
、
更
な
る

活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
年
夏
の
総
会
で
は
、
職
務

に
関
わ
る
講
演
と
懇
親
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
多

数
の
会
員
の
御
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
副
支
部
長　

逢
坂
俊
夫
）

東
京
支
部

2
月
4
日（
土
）築
地
本
願

寺
に
て
、文
化
の
つ
ど
い（
落

語
会
）・
新
会
員
歓
迎
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

プ
ロ
で
活
躍
中
の
落
語
家

の
桂
優
々
さ
ん
（
09
年
文

卒
）、
雷
門
音
助
さ
ん（
10
年

経
営
卒
）
の
お
二
人
の
東
西

落
語
を
約
50
名
の
校
友
・
家

族
・
友
人
が
堪
能
し
ま
し
た
。

「
ラ
イ
ブ
は
、や
っ
ぱ
り
い
い

で
す
ね
」「
は
じ
め
て
の
生
の

落
語
で
し
た
」
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
の
竹
迫
司
登

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン（
19
年
度　

龍
谷
特
別
賞
受
賞
）も
ご
家

族
で
参
加
。写
真
撮
影
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。無
料
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
れ
か
ら
も

開
催
予
定
で
す
。

歓
迎
会
で
は
、
新
会
員
が

順
番
に
挨
拶
。ア
ク
リ
ル
板

越
し
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
よ
り
対

面
が
い
い
で
す
ね
」
と
和
や

か
な
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。東
京
支
部
所
属

で
な
く
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
支
部
長　

大
原
延
恵
）

支
部
の
活
動（
報
告
）
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学
生
が
ま
じ
め
な
講
義
に

飽
き
て
き
た
頃
、
こ
ん
な
話

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
も
う
15
年
以
上
前

の
友
人
の
結
婚
式
で
の
こ

と
。大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

祝
宴
の
最
後
に
、
ご
挨
拶
さ

れ
た
新
郎
の
お
父
さ
ま
は
、

多
く
の
来
場
者
と
、
ス
ピ
ー

チ
を
さ
れ
た
方
へ
感
謝
の
辞

を
の
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
本
日
、
た
ま
わ
っ
た
ス

ピ
ー
チ
で
は
、
お
互
い
感
謝

す
る
こ
と
が
結
婚
生
活
に
は

大
切
だ
と
、
口
々
に
お
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。私
も
長

年
、
結
婚
生
活
を
つ
づ
け
て

き
た
身
と
し
て
確
か
に
そ
う

思
い
ま
す
。と
こ
ろ
で
み
な

さ
ん
、
感
謝
の
言
葉
と
い
え

ば
《
あ
り
が
と
う
》
で
す
が
、

あ
り
が
と
う
の
反
対
を
ご
存

じ
で
す
か
？
」

突
然
の
会
場
へ
の
質
問

に
、一
瞬
の
静
寂
の
あ
と
、ア

ル
コ
ー
ル
で
ほ
ど
よ
く
ほ
ぐ

れ
た
会
場
各
所
か
ら
、「
さ
よ

う
な
ら
！
」「
あ
り
が
た
く
な

い
！
」「
あ
り
が
た
迷
惑
！
」

な
ど
の
珍
回
答
が
連
発
し
、

お
父
さ
ま
が
「
全
然
、
違
い

ま
す
」と
い
う
と
、笑
い
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。そ
し
て
改

め
て
お
父
さ
ま
は
「
有
り
難

う
の
反
対
は
当
た
り
前
な
ん

で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

そ
う
な
ん
で
す
。「
あ
り
が

と
う
」は
漢
字
で
書
け
ば「
有

り
難
う
」
で
す
が
、
本
来
は

「
有
り
難
し
」。つ
ま
り「
滅
多

に
起
こ
ら
な
い
、
き
わ
め
て

ま
れ
だ
」
と
い
う
意
味
な
の

で
す
。

で
す
か
ら
た
と
え
ば
、
親

鸞
聖
人
に
は

浄
土
真
宗
に
帰
す
れ
ど

も
　
真
実
の
心
は
あ
り

が
た
し
　
虚
仮
不
実
の

わ
が
身
に
て
　
清
浄
の

心
も
さ
ら
に
な
し

と
い
う
和
讃
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ご
自
身
を
厳
し
く
省

み
ら
れ
「
浄
土
の
真
実
の
教

え
に
帰
依
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
私
に
は
ま
こ
と
の
心
な

ど
あ
り
得
な
い
。
嘘
い
つ
わ

り
ば
か
り
の
わ
が
身
で
あ

り
、
清
ら
か
な
心
な
ど
あ
る

は
ず
も
な
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
う
考
え
て

み
た
と
き
、今
、自
分
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
、
は
か
ら

ず
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
が
と

と
の
い
、
ま
わ
り
の
方
々
の

ご
厚
意
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
の
だ
。滅
多
に
起
こ

ら
な
い
こ
と
が
、
今
わ
が
身

に
お
こ
っ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
た
人
が
、「
有
り
難
い
」と

口
に
す
る
の
で
す
。置
か
れ

て
い
る
状
況
を「
当
た
り
前
」

だ
と
し
か
思
っ
て
い
な
い
も

の
は
、「
有
り
難
い
」と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
有
り
難

う
と
は
言
わ
な
い
わ
け
で
す

ね
。感
謝
の
度
合
い
が
さ
ら

に
強
ま
れ
ば
「
大
き
に
有
り

難
う
」
と
い
う
表
現
に
な
り

ま
す
が
、
関
西
で
は
、
こ
の

「
お
お
き
に
！
」の
部
分
だ
け

で
感
謝
を
伝
え
る
素
敵
な
言

葉
も
あ
り
ま
す
ね
。

さ
て
、
そ
の
結
婚
式
に
話

を
戻
し
ま
す
。お
父
さ
ま
は

こ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
2
人
が
こ
れ
か
ら
生
活

し
て
い
く
上
で
、《
当
た
り

前
》
の
よ
う
に
流
れ
て
い
く

日
常
に
、《
有
り
難
う
》の
種

が
実
は
い
く
つ
も
落
ち
て
い

支
部
の
活
動（
報
告
）

今も使える
仏教用語

コラム

「ありがとう」社会学部　准教授
井上見淳（01 年文院了）

る
。そ
の
種
を
見
つ
け
る
目

が
ま
ず
は
大
切
な
ん
だ
と
、

私
は
親
と
し
て
、
こ
の
2
人

の
門
出
に
、
言
葉
を
贈
り
た

い
と
思
い
ま
す
！
」

会
場
は
感
動
の
拍
手
に
包

ま
れ
た
の
で
し
た
。「
有
り
難

う
の
種
」、な
ん
て
素
晴
ら
し

い
言
葉
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
学
生
た
ち
に
聞
く

の
で
す
。君
た
ち
が
こ
こ
に

座
っ
て
授
業
を
受
け
て
い
る

今
、
ど
れ
だ
け
の
有
り
難
い

支
え
が
積
み
重
な
っ
て
い
る

の
か
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
と
。学
生
た
ち
は

少
し
姿
勢
を
た
だ
し
て
、
ま

た
授
業
に
耳
を
傾
け
る
の
で

し
た
。

ハ
ワ
イ
支
部

龍
谷
大
学BIE Program

 in 
Haw

aii

の
学
生
の
皆
さ
ま

を
お
迎
え
し
て

こ
の
度
、
ハ
ワ
イ
別
院
で

は
龍
谷
大
学
か
ら
学
生
の
皆

さ
ま
を
お
迎
え
す
る
と
い

う
、
大
変
う
れ
し
い
ご
縁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。龍
谷
大

学BIE Program

と
は
、
米

国
・
バ
ー
ク
レ
ー
で
実
施
す

る
英
語
学
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
講
義
を
組
み
合
わ
せ
た

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
や
物
価
高
騰
な
ど
の

事
情
に
よ
り
今
回
は
ハ
ワ
イ

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
ハ
ワ
イ
別
院

ホ
ー
ル
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
夜
に
は
ア
イ
エ
ア
本
願

寺
で
盆
ダ
ン
ス
に
参
加
さ
れ

ま
し
た
。ハ
ワ
イ
の
盆
ダ
ン

ス
は
、
仏
教
的
な
意
味
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
に
根

付
い
た
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
宗
教
や
人
種
を
問

わ
ず
多
く
の
方
々
が
一
緒
に

踊
り
、笑
い
、楽
し
む
文
化
で

す
。学
生
の
皆
さ
ま
も
輪
の

中
に
入
り
、
ハ
ワ
イ
に
根
付

い
た
日
本
の
仏
教
行
事
の
一

端
を
経
験
し
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

翌
日
は
、
ハ
ワ
イ
別
院
の

サ
ン
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
お
参

り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。日
本

語
・
英
語
の
礼
拝
を
と
て
も

熱
心
に
聞
い
て
く
だ
さ
り
、

胸
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
し

た
。礼
拝
を
通
し
て
の
感
想

や
率
直
な
質
問
を
し
て
く
れ

る
学
生
の
皆
さ
ま
に
、
様
々

な
こ
と
に
探
求
心
を
持
た
れ

て
い
る
姿
が
う
か
が
わ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
の
発
表
会
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。ど
の
グ

ル
ー
プ
の
発
表
も
と
て
も
よ

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ま
の
何
事
に

も
真
摯
に
取
り
組
む
姿
や
、

意
欲
的
に
学
ば
れ
る
姿
に
、

私
も
初
心
に
戻
っ
た
よ
う
な

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。私
も
大
学
を
卒

業
し
て
長
い
時
間
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
建
学
の
精
神
を
胸

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。南
無
阿
弥
陀
仏

（
理
事　

初
瀬
部
唯
可
）

大
阪
・
中
央
支
部

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
大
阪
」

10
回
続
け
て
き
た
「
本
町

音
楽
祭
」
を
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
年
は
会
場
を
難

波
の
大
成
閣
に
変
更
し
て
、

3
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し

た
。出

演
者
全
員
が
龍
谷
大
学

関
係
者
。Ｏ
Ｂ
は
ミ
カ
コ
ハ
サ

ウ
ェ
イ
さ
ん
の
想
い
の
こ

も
っ
た
弾
き
語
り
、熊
谷
正

明
さ
ん
の
昭
和
歌
謡
曲
を
織

り
交
ぜ
て
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏

に
盛
り
上
が
り
、マ
ン
ド
リ

ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
の
み
な
さ
ま
の
演
奏

に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

現
役
学
生
は
、
吹
奏
楽
部

が
40
名
の
大
所
帯
で
さ
す
が

の
演
奏
で
、
龍
吟
会
の
学
生

さ
ん
の
初
々
し
い
詩
吟
も
よ

か
っ
た
で
す
。
応
援
リ
ー

ダ
ー
部
の
3
人
は
卒
業
生
に

向
け
て
エ
ー
ル
を
き
っ
て
く

龍
志
会

第
5
回
定
時
総
会

11
月
19
日
、
龍
谷
大
学
深

草
学
舎
和
顔
館
に
て
第
5
回

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
、
人
と

人
の
間
の
接
触
を
な
る
べ
く

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

れ
ま
し
た
。

来
場
者
も
龍
谷
大
学
関
係

者
が
多
く
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
龍
谷
を

感
じ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
に
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

辻
田
譲
司
）

福
岡
県
福
岡
支
部
、

福
岡
県・
北
豊
支
部

合
同
開
催

福
岡
県
民
の
集
い

福
岡
支
部
と
北
豊
支
部

は
、10
月
21
日
に「
福
岡
県
民

の
集
い
」
と
し
て
3
年
ぶ
り

に
対
面
で
の
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

交
流
会
の
中
で
、
校
友
会

が
制
作
し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
で
上
映
す
る
動
画
を

と
も
に
鑑
賞
し
な
が
ら
、
龍

谷
大
学
の
過
去
と
現
状
に
つ

い
て
知
る
機
会
を
持
て
ま
し

た
。自

己
紹
介
タ
イ
ム
で
は
、

参
加
者
同
士
、
互
い
に
連
絡

先
を
交
換
す
る
な
ど
の
様
々

な
交
流
が
行
わ
れ
、
状
況
が

許
す
限
り
、
定
期
的
に
対
面

の
交
流
会
を
実
施
し
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

（
事
務
局
長　

原
田
智
昭
）

（
正
像
末
和
讃
94
）

『
私
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ

っ
た
こ
ろ
　
統
合
失
調
症
の

母
と
と
も
に
』

林
真
司
（
02
年
経
済
院
了
）

四
六
判  

104
頁

み
ず
の
わ
出
版

1
，2
０
０
円
＋
税

21
年
12
月
25
日
発
行

『
夜
の
都
』

山
吹
静
吽

四
六
判  

400
頁

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

1
，７
０
０
円
＋
税

22
年
3
月
29
日
発
行

校
友
の
著
書

『
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
び
、

伝
え
る 

差
別
の
な
い
社
会
を

つ
く
る
人
権
学
習
』

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
教
育
部
会

延
和
聰
（
90
年
文
院
了
）

Ａ
5
判  

360
頁

清
水
書
院

２
，３
０
０
円
＋
税

22
年
1
月
25
日
発
行

『
樟
の
窓
』

大
辻
隆
弘
（
85
年
文
院
了
）

四
六
変
形
判  

390
頁

ふ
ら
ん
す
堂

２
，２
０
０
円
＋
税

22
年
6
月
21
日 

発
行

『
安
全
運
転
寿
命
を
延
ば
す

レ
ッ
ス
ン 

最
愛
カ
ー
ラ
イ

フ
を
い
つ
ま
で
も
！
』

松
田
秀
士
（
79
年
文
卒
）

Ａ
５
判  

160
頁

小
学
館

１
，４
０
０
円
＋
税

20
年
12
月
14
日
発
行

『
神
さ
ま
の
ノ
ー
ト
』

苗
村
吉
昭
（
90
年
経
済
卒
）

Ａ
５
版　

129
頁

土
曜
美
術
社
出
版
販
売

２
，０
０
０
円
＋
税

22
年
10
月
1
日
発
行

『
コ
ラ
ム
徒
然
草
　
奈
良
か
ら
』

山
下
栄
二
（
83
年
法
学
部
卒
）

Ａ
5
判  

205
頁

奈
良
新
聞
社

１
，２
０
０
円
＋
税

21
年
7
月
31
日
発
行

い
う
配
慮
か
ら
第
３
回
、
第

４
回
の
総
会
は
メ
ー
ル
会
議

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
5

周
年
の
記
念
の
年
で
あ
る
今

年
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

に
注
意
し
な
が
ら
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
十

分
と
り
つ
つ
、『
み
ん
な
が
集

ま
っ
て
』
行
っ
た
3
年
ぶ
り

の
定
時
総
会
と
な
り
ま
し

た
。通
常
開
催
に
際
し
役
員

間
で
は
悩
み
も
あ
り
ま
し
た

が
、
会
場
に
集
ま
っ
た
支
部

会
員
の
明
る
い
笑
顔
や
あ
ち

こ
ち
で
交
わ
さ
れ
る
「
ひ
さ

し
ぶ
り
。元
気
だ
っ
た
？
」と

い
う
会
話
を
耳
に
し
て
、
改

め
て
通
常
開
催
に
し
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

定
時
総
会
に
続
い
て
行
わ

れ
た
学
生
団
体
に
よ
る
深
草

学
舎
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も

好
評
で
、
在
学
時
と
は
大
き

く
変
わ
っ
た
母
校
の
風
景
に

驚
い
た
り
感
心
し
た
り
懐
か

し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
非
常

に
楽
し
い
時
間
が
過
ぎ
ま
し

た
。最

後
に
、
龍
志
会
は
士
業

者
で
あ
る
専
門
家
が
集
ま
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。専
門
家
と

設
立
５
周
年

し
て
の
知
見
が
校
友
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
心

か
ら
望
み
、
今
後
も
様
々
な

事
業
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。必
要
な
時
は
、お
気
軽

に
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

（
支
部
長　

泉
千
晶
）



Ryukoku University Alumni News No.962023（令和5）年3月15日 第96号（8）

の
都
は
地
獄
絵
図
さ
な
が
ら

で
あ
っ
た
こ
と
が「
方
丈
記
」

に
も
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
法
然
上
人

は
何
と
か
こ
の
民
衆
の
苦
悩

を
救
済
せ
ん
と
勉
学
に
努
め

ら
れ
ま
す
が
、「
如
何
に
せ

ん
、如
何
に
せ
ん
、ま
た
如
何

に
せ
ん
」
と
自
ら
も
焦
り
と

苦
悩
の
日
々
が
続
き
ま
し

た
。し

か
し
、
何
時
か
夜
明
け

は
や
っ
て
来
る
も
の
で
す
。

四
十
三
歳
の
或
る
日
の
こ
と

中
国
唐
代
の
僧
侶
、
善
導
大

師
の
著
書「
観
経
之
疏
」の
一

文
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。「
彼
の
仏
の
願
に
順
ず

る
が
故
に
」
仏
の
世
界
へ
は

修
行
修
学
に
励
み
自
力
に
て

近
づ
く
ば
か
り
で
は
な
く
、

阿
弥
陀
仏
の
願
い
に
よ
っ
て

既
に
私
た
ち
は
救
済
の
対
象

に
な
っ
て
お
り
、
仏
の
側
か

ら
近
づ
い
て
来
て
下
さ
っ
て

い
る
と
い
う「
本
願
他
力
」の

法
に
気
づ
か
れ
凡
夫
往
生
の

道
を
開
か
れ
ま
し
た
。

来
る
令
和
六
年
は
そ
の
凡

夫
往
生
へ
の
道
が
開
扉
さ
れ

て
か
ら
八
五
○
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。私
は
幼
き
日
に

人
生
の
先
行
き
も
わ
か
ら
ぬ

ま
ま
母
と
別
れ
て
尼
寺
の
門

を
潜
り
ま
し
た
。こ
れ
も
予

て
よ
り
の
阿
弥
陀
様
の
計
ら

い
に
依
る
も
の
と
今
は
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ

り
ま
す
。

法
然
上
人
に
よ
っ
て
達
成

さ
れ
た
仏
教
の
民
衆
へ
の
開

放
と
お
念
仏
に
よ
る
女
人
往

生
の
道
が
開
か
れ
現
代
ま
で

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。私
は
い
ま
法
然
上
人
の

御
本
廟（
ご
芳
骨
が
納
め
ら

れ
た
墓
所
）で
あ
り
ま
す
総

本
山
光
明
寺
の
法
主
と
し
て

ご
縁
を
い
た
だ
き
、お
護
り
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

龍
谷
大
学
卒
業
生
の
老
若

男
女
の
方
々
は
私
ど
も
尼
僧

教
師
を
は
じ
め
女
性
住
職
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。あ
ら

ゆ
る
地
域
や
職
場
で
活
動
の

場
を
拡
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

法
然
上
人
の
お
弟
子
で
あ
ら

れ
ま
し
た
親
鸞
聖
人
は
お
念

仏
の
教
え
の
裾
野
を
更
に
拡

げ
ら
れ
大
教
団
へ
と
発
展
を

遂
げ
て
い
ま
す
。

世
情
不
安
の
昨
今
、
開
宗

当
時
の
ご
苦
労
を
思
い
両
宗

祖
の
普
遍
不
易
の
教
え
を
心

に
刻
み
日
暮
ら
し
を
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。こ
の
度
の

貴
誌
投
稿
の
ご
縁
に
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
母

校
益
々
の
ご
発
展
と
卒
業
生

の
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

総
本
山
光
明
寺
は
そ
の
昔

法
然
上
人
に
よ
り
お
念
仏
の

教
え
が
説
か
れ
た
所
で
あ
り

ま
す
。こ
れ
に
因
ん
で
正
親

天
皇
よ
り（
永
禄
年
間
）「
法

然
上
人
ノ
遺
廟
、
光
明
寺
ハ

浄
土
門
根
元
地
ト
謂
ツ
ベ

シ
」
と
の
綸
旨
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
。

私
は
昭
和
九
年
愛
知
県
で

生
を
う
け
、
七
歳
の
と
き
父

の
早
逝
を
機
に
「
お
寺
に
い

け
ば
甘
い
物
が
沢
山
食
べ
ら

れ
る
よ
。」と
い
う
文
字
ど
お

り
＂
甘
言
〟
に
誘
わ
れ
て
京

都
の
尼
寺
へ
や
っ
て
き
ま
し

た
。以
来
八
十
年
苦
し
く
厳

し
い
時
代
も
お
念
仏
の
信
仰

と
と
も
に
生
き
抜
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。こ
の
度
、不
計
も

昨
年
十
二
月
西
山
浄
土
宗
総

本
山
光
明
寺
の
第
八
十
八
世

法
主
に
推
戴
さ
れ
晋
山
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。光
明

寺
八
〇
〇
年
余
の
歴
史
の
中

で
尼
僧
教
師
が
法
主
に
就
任

し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ

そ
う
で
す
。永
い
年
月
が
か

か
り
ま
し
た
が
宗
門
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
意
識
と
沢
田

教
英
の
存
在
が
結
実
し
た
瞬

間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

仏
教
は
お
釈
迦
様
が
出
家

さ
れ
難
行
苦
行
、
瞑
想
に

よ
っ
て
真
理
の
お
覚
り
を
得

ら
れ
て
民
衆
の
苦
悩
に
応
じ

て
対
処
さ
れ
安
寧
な
心
地
へ

と
導
い
て
お
ら
れ
ま
す
。法

然
上
人
は
九
歳
の
と
き
受
難

に
よ
る
父
上
の
死
に
遭
遇
さ

れ
ま
し
た
。し
か
し
、「
敵
に

敵
討
ち
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
亡
父
の
遺
言
を

守
り
お
釈
迦
様
の
教
旨
で
あ

り
ま
し
た
民
衆
を
苦
悩
か
ら

救
う
法
を
求
め
て
十
五
歳
に

し
て
比
叡
山
へ
と
向
か
わ
れ

ま
し
た
。し
か
し
当
時
の
仏

教
と
そ
の
僧
侶
は
官
僧
組
織

で
あ
っ
た
た
め
一
部
の
貴
族

や
上
流
階
級
の
人
々
に
庇
護

さ
れ
国
家
安
泰
や
無
病
息
災

な
ど
を
祈
祷
す
る
特
権
的
な

存
在
で
あ
り
ま
し
た
。一
方

で
民
衆
は
大
地
震
や
飢
饉
に

よ
り
洛
中
の
辻
々
に
は
屍
が

放
置
さ
れ
疫
病
が
蔓
延
し
京

仏教に学ぶ

浄土門 ここに始まる 照紅葉

西山浄土宗
総本山光明寺法主

沢田　教英

地
図
ア
プ
リ
に
導
か
れ

て
、
岡
山
駅
か
ら
岡
山
市
役

所
の
方
へ
向
か
っ
て
細
い
通

り
を
歩
く
。飲
食
店
が
徐
々

に
な
く
な
り
少
し
不
安
に

な
っ
て
き
た
こ
ろ
、
目
印
に

し
た
小
さ
な
川
を
渡
っ
て
右

折
し
た
と
こ
ろ
に
目
的
の
お

店
が
あ
り
ま
し
た
。岡
山
の

特
殊
な
事
情
で
物
件
探
し
に

苦
労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、「
結
果
的
に
隠
れ
家
の
よ

う
な
お
店
に
な
り
ま
し
た
」

と
北
村
さ
ん
は
笑
っ
て
い
ま

し
た
。

北
村
さ
ん
は
農
学
部
1
期

生
。食
品
栄
養
学
科
に
は
食

品
に
つ
い
て
熱
い
先
生
が
多

く
、
や
り
た
い
こ
と
を
相
談

で
き
る
環
境
だ
っ
た
そ
う
で

す
。卒
業
後
3
年
で
お
店
を

開
く
と
い
う
夢
が
あ
り
、
飲

食
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
探
さ

れ
た
時
、
フ
レ
ン
チ
と
イ
タ

リ
ア
ン
の
違
い
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
飲
食
店
に
片
っ
ぱ
し

か
ら
電
話
し
、
採
用
さ
れ
た

の
が
イ
タ
リ
ア
ン
だ
っ
た
そ

う
で
す
。在
学
中
に
調
理
師

免
許
、
卒
業
時
に
管
理
栄
養

士
、
卒
業
後
半
年
で
ソ
ム
リ

エ
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
努

力
家
で
も
あ
り
ま
す
。

お
客
様
の
お
見
送
り
で
出

て
来
ら
れ
た
北
村
さ
ん
と
挨

拶
を
交
わ
し
て
店
内
へ
。日

曜
日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
終

わ
る
時
間
に
と
の
お
約
束
で

し
た
が
、
20
席
ほ
ど
の
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
店
内

は
ほ
ぼ
満
席
で
、
お
客
様
の

笑
顔
が
弾
け
て
い
ま
し
た
。

案
内
さ
れ
た
席
へ
着
く
と

机
上
に
は
ウ
エ
ル
カ
ム
カ
ー

ド
が
。予
約
席
に
は
必
ず
一

言
添
え
て
い
る
と
い
う
演
出

は
、
お
も
て
な
し
の
精
神
に

溢
れ
て
い
ま
す
。調
理
し
な

イタリア料理とワインの店
luca（ルーカ）

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

来
店
さ
れ
る
お
客
様
に

が
ら
お
客
様
と
談
笑
さ
れ
た

り
、
ス
タ
ッ
フ
も
気
さ
く
に

会
話
に
応
じ
て
く
れ
る
な

ど
、「
お
店
の
雰
囲
気
、
料
理

の
味
、
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ

ス
、す
べ
て
が
大
事
」と
お
っ

し
ゃ
る
北
村
さ
ん
の
想
い
が

詰
ま
っ
た
お
店
で
す
。

月
替
わ
り
の
コ
ー
ス
料
理

は
一
品
ご
と
に
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
た
も
の
ば
か
り
。次
の

料
理
を
待
つ
時
間
も
、
料
理

の
説
明
を
聞
い
て
い
る
間
も

イタリア料理
とワインの店 luca（ルーカ）
〒700-0904　岡山市北区柳町2-7-12
岡山市役所から徒歩5分
TEL 050-8884-3654
営業時間 17:30 〜 22:30（22:00L.O)
日曜日 11:30 〜（14:00L.O）
定休日　月曜日

ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。海
の
も
の
も
山
の
も
の
も

す
べ
て
が
そ
ろ
う
と
い
う
岡

山
県
産
の
食
材
を
使
っ
た

り
、グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
に
は
必
ず

日
本
産
を
加
え
た
り
、
食
後

の
珈
琲
に
は
ご
自
身
が
学
生

時
代
に
ほ
れ
込
ん
だ
滋
賀
県

大
津
市
瀬
田
に
あ
る
珈
琲
店

か
ら
豆
を
取
り
寄
せ
る
な

ど
、
顔
が
見
え
る
生
産
者
を

応
援
し
た
い
と
い
う
北
村
さ

ん
の
想
い
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
月
替
わ
り
の
コ
ー
ス
料

理
を
考
え
る
の
は
大
変
で
は

な
い
で
す
か
？
」
と
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
何
度
も
試
作
す
る

の
で
貸
し
切
り
が
入
っ
て
い

る
時
な
ど
は
大
変
で
す
が
、

飽
き
性
の
自
分
に
は
ち
ょ
う

ど
良
い
ん
で
す
」
と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

北村　優典さん
（19年農卒）

編
集
後
記

十
年
に
一
度
の
大
寒
波
、

皆
さ
ん
の
お
住
い
の
所
は
何

事
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。私
が
住
む
滋
賀

で
は
鉄
道
が
止
ま
り
、
高
速

道
路
も
通
行
止
め
と
な
り
、

結
構
大
変
で
し
た
。日
頃
、当

た
り
前
と
考
え
て
い
た
こ
と

が
、
自
然
界
の
力
に
よ
っ
て

一
変
す
る
。

私
が
、
長
年
師
事
し
て
き

た
松
下
幸
之
助
が
、『
自
然
の

理
に
か
な
う
こ
と
』
の
大
切

さ
を
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。

「
人
間
に
は
、不
可
能
な
こ
と

が
色
々
あ
り
ま
す
。不
可
能

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い

う
と
、
所
謂
自
然
の
理
に
反

す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。で
す
か
ら
、そ

の
理
に
反
し
て
年
を
と
り
た

く
な
い
と
願
っ
た
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
は
絶
対
不
可
能
で

す
。」です

が
、逆
に
言
え
ば
、自

然
の
理
に
か
な
っ
た
こ
と
で

あ
れ
ば
、
す
べ
て
可
能
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
人
間
関
係
や
自
然

界
と
の
付
き
合
い
方
に
し
て

も
、
自
然
の
理
に
か
な
っ
て

い
れ
ば
必
ず
事
は
成
る
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
大
寒
波
に
遭
遇

し
、
松
下
幸
之
助
翁
の
顔
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

（
清
水　

卓
智
）

プロフィール
34年愛知県生まれ。57年文学部卒業。
22年3 月に西山浄土宗（総本山光明寺、
長岡京市）第88世管長。西山浄土宗で初
の尼僧の法主（管長）に就任。任期は 5
年間。光明寺法主を兼ねる。卒業後は、
寺で学習塾を開き、子どもたちを指導
した。裏千家の正教授として自坊の茶
室「放光庵」で茶道を指導し、多くの生
徒に慕われる。公益社団法人全日本仏
教尼僧法団の副理事長・京滋支部長で
もあり、京都仏教会の参事も務める。

校友のお店

光明寺が建つ粟生広谷の里は、法然上人が初めて「南無阿弥陀仏」
のお念仏の教えを説かれた場所です。総門の前に「浄土門根元地」
と書かれた石碑があります。

念仏三昧院の時代からお祀りされているご本尊の阿弥陀如来立像は
惠心僧都の作とつたえられており、法然上人によって開眼供養され
ました。

「
た
だ
食
欲
を
満
た
す
だ

け
で
は
な
く
、
お
店
に
来
る

時
、食
事
を
し
て
い
る
時
、お

酒
を
飲
ん
で
い
る
時
、
帰
る

時
、
ず
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
る
方
が
楽
し
い
で
し
ょ

う
。よ
く
知
っ
て
い
る
料
理

が
お
い
し
か
っ
た
ら
嬉
し
く

な
い
で
す
か
」
と
お
っ
し
ゃ

る
北
村
さ
ん
は
、
お
客
様
に

と
っ
て
な
に
が
嬉
し
い
か
考

え
な
が
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

夢
は
い
っ
ぱ
い
お
持
ち
だ

そ
う
で
す
が
、
自
分
の
料
理

を
目
的
に
来
て
く
だ
さ
る
、

自
分
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ

る
、
ス
タ
ッ
フ
に
会
い
に
来

て
く
だ
さ
る
、
そ
ん
な
お
客

様
に
ワ
ク
ワ
ク
を
提
供
で
き

る
お
店
に
し
た
い
と
い
う
北

村
さ
ん
。岡
山
に
お
出
向
き

の
際
は
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の

隠
れ
家
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

今
春
定
年
退
職
さ
れ
る
先
生
方

２
０
２
３
年
3
月
31
日

〈
文
学
部
〉

　

吉
村　

公
宏 

教
授

〈
法
学
部
〉

　

石
塚　

伸
一 

教
授

〈
先
端
理
工
学
部
〉

　

國
府　

宏
枝 

教
授

　

堤　

一
義 

教
授

　

森
田　

善
久 

教
授

　
レ
イ 

ト
ー
マ
ス
，テ
ィ
ン
教
授

　

川
上　

肇 

講
師

　

前
田　

尚
志 

実
験
講
師

〈
社
会
学
部
〉

　

大
塩　

ま
ゆ
み 

教
授

〈
農
学
部
〉

　

宇
山　

満 

教
授


